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大島村は，九州の北西・平戸から海上15kmに位置する周囲38kn!の島で，西に生月，東北東に伊万里

湾から鷹島，北方30kmに壱岐を望み，玄海離を遠望することができます。

大島は古くから海洋交通の要衝として聞け，遣明船などが寄港滞在しています。

島内には39箇所の遺跡があり，昭和42年，長崎大学医学部による「埋蔵文化財包蔵地調査」で表採

された旧石器時代の石器類は，貴重な資料として，ふるさと資料館に展示されています。

縄文時代の年代を知ることができる資料としては，現在までのところ平成8年に中学生が大賀で発

見した土器片数点が存在するのみです。

昭和13年， I勝負田古墳」から舶載品の銅鏡・勾玉が出土し，昭和16年， I岳ノ下古墳Jからは海洋

型の古墳として耳環・鉄刀・土器等が出土しています。

弥生時代の遺跡の発掘調査としては，平成2年，圃場整備にともない「大根坂遺跡Jの調査を実施

しています。村単独のわずか4日間の調査でしたが，丹塗の痕跡や籾跡のある土器片・鹿の骨・石器

.柱穴等が出土しています。

今回の「長畑馬場遺跡」の発掘調査は，中山間地域総合整備事業にともなうもので，平成9年度の

範囲確認調査に始まり，平成10年度， 11年度に本調査を実施しました。

長畑馬場遺跡は，島の南西部板ノ浦地区の曲り鼻という岬近くに位置する遺跡で，現場は畑地で，

昭和40年前後の整地作業によって上部のほとんどを切り取られている状況でした。

調査の結果，人骨・獣骨・魚、骨・斐棺・ガラス玉等の副葬品・住居跡・集石遺構・石器・土器片・

ピット多数の出土がありました。

事業自体，予定より早く前倒しで着手されたもので，開発事業と調査のはざまで，長雨・調査面積

の大幅な拡大等々，過酷な条件の中で，県教育委員会文化課の調査員の先生方には，現場調査から内

業，報告書の作成まで，最善を尽くしていただきました。

国立歴史民俗博物館の西本先生，長崎大学医学部解剖第2教室の分部先生，福岡市埋蔵文化財セン

ターの折尾所長，奈良国立文化財研究所の肥塚隆保氏，現場でお世話になった長崎県平戸耕地事業所，

地権者・作業員の皆様，その他関係各位に心から感謝とお礼を申し上げます。

今回の調査は一応終了しましたが，遺跡内にはまだ遺構等が存在する可能性があり，今後とも注意

を払って見守りたいと思います。

「文化財はお金にはならないが，後世に伝えていかなければならないもの。」といわれます。お金

に代えられないものがあることを肝に銘じて伝えていきたいと思います。

この報告書がそのために役立つことを念願し，関係の皆様への謝意をこめてごあいさつとします。

平成12年3月

大島村教育委員会教育長黒川 隆 昭
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l 本書は長崎県北松浦郡大島村戸田長畑に所在する長畑馬場遺跡の発掘調査報告書である。

2 調査は中山間地域総合整備事業に伴い，平成9年9月29日~同年10月17日に行われた範囲確認調

査の結果を基に，本調査を平成10年9月28日~同年10月30日と，平成11年6月28日~同年10月1

日の 2ヶ年度にわたって実施した。

3 調査は大島村教育委員会が主体となり，長崎県教育庁文化課が実施した。

4 本書の執筆については本田秀樹・大浦雅宏・荒木伸也・福田一志が分担執筆した。なお，本文目

次に執筆者名を記した。

5 人骨については，現地での実測・取り上げを長崎大学医学部解剖学第二教室分部哲秋・佐伯和信

の両氏にお願いした。また，両氏からは人骨に関する玉稿を賜った。

6 金属器の保存処理およびガラス小玉・管玉の分析については，福岡市埋蔵文化財センターの比佐

陽一郎氏と片多雅樹氏に依頼した。両氏からは分析結果についての玉稿を賜ったが，紙面の都合

上，法量分布グラフ・顕微鏡写真・蛍光X線分析結果のグラフについては割愛した。

7 炭素材の樹種同定は(槻古環境研究所に委託し，同定結果については本文に掲載した。

8 動物遺存体については，来崎された西本豊弘氏(国立歴史民俗博物館考古研究部教授) ・鵜沢和

宏氏(立教大学非常勤講師) ・姉崎智子氏(慶応大学大学院文学研究科博士課程)に資料同定を

依頼し， 3氏からは分析結果についての玉稿を賜った。

9 遺物実測は網谷泰代・森崎京子・川村由美子・徳永妙子・近藤慶子・松尾美代子・黒川英子・竹

中哲朗・松崎由紀子・ j賓本秀美の協力を得た。

10 製図は渡辺洋子・斉藤いづみ・近藤千鶴・小林利恵子が行った。

11 遺物復元は石本充子・大平由里子が行った。

12 遺構実測はその大部分を佑)埋蔵文化財サポートシステムに委託した。一部について，本田・

大j甫・荒木が行った。

13 本書関係の写真撮影は，調査中の個別遺構は調査担当者が行い，調査区全景については惰)埋蔵

文化封サポートシステムが行った。遺物写真については伴耕一朗氏(タシロフオート)と松尾直

子氏(埋蔵文化財サポートシステム)の指導・助言を得て，本田が行った。

14 本書で用いた方位はすべて真北(国土座標北)である。

15 本書で用いた遺構に関する表記は以下のとおりである。

竪穴住居:S C，蓋棺墓:ST，石蓋土墳墓:S G，箱式石棺墓:SA，土墳:S K，その他の

遺構(不明人骨) : S x，土器i留め:S V，ピット :P
16 本書関係の遺物は報告書刊行後，大島村教育委員会に移管される予定である。

17 本書の編集は本田による。
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I 調査に至る経緯

平成9年度，国庫補助事業の中山間地域総合整備事業で周知の遺跡である水ノ元池遺跡・菰蓋池遺

跡を含む地域の圃場整備事業が計画された。更に長畑馬場遺跡の大部分を含む地域の圃場整備も 1年

繰り上げて計画されたため，平成9年度大島村教育委員会が調査主体となり県文化課による範囲確認

調査が行われた。その結果，長畑馬場遺跡の33箇所中 7箇所の試掘墳から基盤層に掘り込まれたピッ

トや弥生土器及ぴ遺物包含層等が発見され，約2，350m2の地域について本調査を行う必要があること

が判明した。平戸耕地事業所と大島村教育委員会及び県丈化課で協議を行い，平成10年度に本発掘調

査を実施し記録保存をすることで合意を得た。

平成10年度， 9 月 28 日~1O月 30日の期間で約1 ， 400m2の調査を実施した。当初の計画では単年度に

調査を終了し，整理から報告書まで刊行する予定であったが，予想、をはるかに上回る遺物・遺構が発

見され，調査日程も限られていたため再度平戸耕地事業所と協議を行い，平成11年度も継続して調査

を実施することとなった。

平成11年度は 6 月 28 日 ~10月 l 日の期間で調査を実施した。当初は昨年度から継続している950m2

の調査で済む予定であったが，表土剥ぎを行った結果周辺の畑にも遺跡が拡大することが予想された

ため，急逮パックホーによる試掘調査を実施し遺跡の範囲と調査区の確定を行った。その結果，新た

に3，600m
2

が調査対象地域と認められ，平戸耕地事業所との協議の結果総合計5，600m2を調査・記録保

存の対象とすることで合意を得た。

H 調査の組織と構成

この調査は大島村教育委員会が調査主体となり，県文化課が依頼を受け調査を実施した。なお，各

年度の調査担当は次の通りである。

1 平成9年度範囲確認調査

(1) 事業主体県北振興局平戸耕地事業所

(2) 調査主体大島村教育委員会

(3) 調査担当 長崎県教育庁文化課丈化財保護主事 甲斐田彰

長崎県教育庁文化課丈化財調査員 東 貴之

(4) 調査協力 大島村教育委員会 参事兼社会教育係長米村伍則

(5) 調査機関平成 9 年 9 月 29 日 ~10月 17 日
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2 平成10年度本調査

(1) 事業主体県北振興局平戸耕地事業所

(2) 調査主体大島村教育委員会

(3) 調査担当 長崎県教育庁文化課文化財保護主事 大浦雅宏

長崎県教育庁文化課文化財調査員 荒木伸也

(4) 調査協力 大島村教育委員会 参事兼社会教育係長米村伍則

埋蔵文化財サポートシステム

(5) 調査機関平成10年 9 月 28 日 ~10月 30 日

3 平成11年度本調査

(1) 事業主体県北振興局平戸耕地事業所

(2) 調査主体大島村教育委員会

(3) 調査担当 長崎県教育庁丈化課文化財保護主事 本田秀樹

長崎県教育庁文化課文化財保護主事 大浦雅宏

長崎県教育庁丈化課文化財調査員 尾上博一

(4) 調査協力 大島村教育委員会 参事兼社会教育係長米村伍則

埋蔵文化財サポートシステム

(5) 調査機関平成11年 6 月 28 日 ~10月 1 日

田 遺跡の立地と環境

1 地理的環境
あづちおおしま

大島村は長崎県の北西端，東経129度34分，北緯33度29分の的山大島にある。的山大島は平戸から

海上約10凶の玄海灘に浮かび、，交通手段としては「フェリ一大島」で平戸港から約35分で的山港また

は神浦港に到着する。島の面積は15.33krrlで，東西8.0km，南北4.6km，島の周囲は約38kmの大きさで

ある。気候は周囲を海に固まれていることと暖流である対馬海流の影響を受け，海洋性気候となって

おり比較的温暖である。島の周囲には多くの島が点在し，北北西には遠く対馬を望み，北北東に壱岐

の島が浮かんでいる。南には度島その後ろに平戸島，南西に生月島や宇久，小値賀の島々，更に五島

列島が連なっている。島の地質は玄武岩を母岩とする第三紀層上の溶岩台地で，島の中央部は起伏量

200~210m を示す台地と起伏量200m以下の低位溶岩台地とに分かれている。島の周縁は一部の地帯

を除主傾斜40度以上の崖によって固まれている。島内には河川として特にあげられるものは少なく，

源を溜池に発する小溝や幅2m内外の小さな}I!がほとんどで，これらは排水路的な役割を果たしてい

るものが多い。そのため濯蹴用の溜池が多く点在し，その数は大小100箇所以上である。

長畑馬場遺跡は島の南西部に突き出た半島の中央部に立地し，海岸線は南側が断崖，東側が疎浜海
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岸となっている。海岸からの距離は約200m，標高は35~45mを測る。遺跡から南方の海上には度島

と平戸島，そして生月島を間近に見ることができ，大島が古代から海上交通の要地であったことが偲

ばれる場所でもある。地形的にも低位溶岩台地上のなだらかな正陵になっており，遺跡の立地条件と

しては申し分ない。周囲にはサクメ草ノ原遺跡・石橋遺跡・曲り鼻遺跡と本遺跡を含め旧石器~中世

の遺跡が存在している。

2ら

iタ

第 1図大島村の位置図
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2 歴史的環境

大島村内の遺跡については1950年に京都大学が行った平戸学術調査によるものが最も古く，この中

で7遺跡が登載されている。さらに1967年に正林護氏によって島内遺跡地名表が作成され，新たに4

遺跡が加えられ11遺跡となり，これがそのまま『全国遺跡地図42長崎県.1(丈化庁丈化財保護部1976)

に登載されている。更にその翌年，正林・斉藤武男両氏によって島内の遺跡調査がおこなわれた。そ

の後1984年，長崎県文化課による分布調査が実施され長崎県遺跡地図としてまとめられ，このとき遺

跡総数は38遺跡となった。これに1996年の公共工事に伴う分布調査で新たに 1遺跡が加わり，現在の

ところ大島村内の遺跡総数は39遺跡となっている(第2図)。時代別では，旧石器時代を含むものが

12遺跡，縄文時代を含むものが29遺跡，以下弥生時代が3遺跡，古墳時代が6遺跡，中世が3遺跡，

近世が1遺跡(以上遺跡数は延べ数)となっている。旧石器時代の遺跡からはナイフ形石器や台形石

器の出土があり約2万年位前から人々が生活していたことが明らかである。なお1984年，下川達摘氏

により大島村における旧石器資料についての調査が行われており， 6遺跡について遺物の報告がされ

ている。次に縄文時代の遺跡については，その数が全体の74%を占めており一番多くなっている。こ

れは県北地域全体に共通してみられる特故で，更に弥生時代の遺跡が大島村に3つしかなく，これは

地形的に平地が極端に少なく大きな河川もない的山大島で、は弥生時代の集落は数多く存在することが

できなかったからであろうと考えられる。古墳時代では 6遺跡存在するが，その4つは島の東側に集

まっている。勝負田古墳と岳ノ下2号墳については樋口隆康・釣田正哉両氏が京都大学平戸学術調査

団として調査を行いその報告書の中で遺物を含め詳しい記述が見られる。島の東側に位置する 5世紀

代につくられたとされる勝負田古墳は的山港を見下ろす標高50mの場所にあり，副葬品として内行花

文鏡l面と匂玉3個が出土しており，立地的にも的山港付近にあった集落を取りまとめるようなもの

の存在が考えられる。島の西側にあり古墳時代後期とされる岳ノ下2号墳からは鉄万 2本・金環4個

・鉄鉱4個及び須恵器の査等が出土している。標高が95mとやや高めで周囲には平地がほとんどない

ことなど勝負田古墳とは条件が異なるものの，この時代の航海技術に優れた島内の人々を束ねる豪族

的存在のものであろうと考えられる。

的山大島は古くから海上交通の要地として利用されている。それを示す代表的な遺跡が朝鮮井戸海

岸遺跡であろう。天然の良港である的山港の南西の海岸に位置するこの遺跡は，秀吉の朝鮮出兵に参

加した蛤団が水を積み込んだと伝えられることからこの名称がある。更にこの井戸は，i勇水が豊富で、

海の干満に関係なく水量が変わらず塩分も含まれないため，古代から大陸へi度る船が水を積み込んだ

ところであるとも伝えられている。この遺跡からはナイフ形石器・黒曜石製剥片等の旧石器~縄文時

代の遺物とともに宋・元・明・清時代の中国製陶磁器片が採集されており，また井戸内側下の石組は

室町時代のものといわれている。『大乗院寺社雑事記jには「春は肥前国大島小豆(的山)浦より船

出之，秋は同国後唐(五島)の島より船出之jと書かれており，この他の史料にも的山港に遣明船が

寄港した記録が見られ，的山港付近は遣明船の発着地及び風待ちなどの滞在地として利用されていた

と考えられている。このようにこの島が肥前田であるというその位置的環境から，外交上の海上交通

-4-
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大島村内遺跡一覧

No. 遺跡名称 所在地 種別 時代 標両 出土遺物等

lサクメ草ノ原遺跡 戸田字サクメ 包含地 縄文 60 黒曜石製主計j片，石鍛，凹石

2石橋遺跡 戸田字掘切 包含地 先・縄 43 石自民ナイフ形石器

3長畑馬場遺跡 戸田字長畑 包含地 先 z縄・弥 45 弥生土器，黒曜石製革IJ片，ナイフ形石器，石鎌

4曲り鼻遺跡 戸田字曲り 墳墓 中世 2須恵器片

5本山神社遺跡 戸国字迎 包含地 縄文 33 凹石，磨製石斧，石鍛

6朝鮮井戸海岸遺跡 戸田字迎 匁含地 先・縄・中 l黒曜石製・サヌカイト製豹l片，青磁片，ナイフ形石器

7勝負回古墳 川内字勝負回 古墳 古墳 54 石棺，ヒスイ勾玉，須恵器

8白岩池遺跡 川内字白岩 包含地 先・縄 155 黒曝石製おl片，石鍛，ナイフ形石器，掻・剖器，彫器

9菰蓋池遺跡 大根坂字菰蓑 包含地 先・縄 157 黒曜石製割l片・石核，掻・削器，ナイフ形石器

10 仏法池遺跡 大根坂字仏法 包含地 縄文 100 黒曜石製豹l片

11 大根坂遺跡 大根坂字大原 墳墓 縄・古 80 石棺1，縄文土器片，黒曜石製吉町j片，須恵器

12 水ノフ古池遺跡 大根坂字水ノ:児 包含地 縄文 180 黒曜石製駒l片

13 轟第1池遺跡 西宇戸字善出 包含地 先・縄 154 黒曜石製豹l片・石核，彫器，ナイフ形石器，掻・削器

14 轟浄水場遺跡 川内字東山 包含地 縄文 54 黒曜石製おl片

15 轟第2池遺跡 川内字息坂山 包含地 先・縄 147 

16 柳ノフE池遺跡 西字戸字柳ノ:沌 包含地 縄文 165 黒曜石製須l片，掻・自Ij器，ドリル，台形石器

17 佐志字戸池遺跡 西宇戸字佐志字戸 包含地 先・縄 160 黒曜石製駒!片，台形石器，黒曜石製石核

18 天道山遺跡 川内字天道山 祭市E遺跡 近世 160 黒曜石製菊i片
19 長田池遺跡 西宇戸字長田 包含地 先・縄 160 ナイフ形石器，台形石器，黒曜石製石核，彫器

20 薮田池遺跡 前王手字重量回 包含地 縄文 115 黒曜石製翁l片，石鍛

21 小田ノl京遺跡 前平字小田ノ原 包含地 先・縄 120 黒曜石製菊l片，ナイフ形石器

22 平瀬ノ辻遺跡 前平字平瀬ノ辻・宮田 包含地 先・縄 75 黒曜石製主計l片，ナイフ形石器

23 城山遺跡 前平字 包含地 先土器 65 黒曜石製石核，台形石器

24 前平公民館遺跡 前平字神山 包含地 縄文 49 出石，黒曜石製豹l片

25 大島村役場遺跡 前平字葉山 包含地 縄文 8黒曜石及びサヌカイト製剥片，石鍛，石斧，凹石

26 大島氏居館跡 前平字川畑 館跡 中世 。75

27 前ノ辻遺跡 前平字前ノ辻 包含地 縄文 63 黒暖石製割l片，土器片

28 f回ノ久保遺跡 前平字f回ノ久保 包含地 縄文 80 黒曜石製割l片，石斧，凹石，石刃核F 土器片等

29 酋宇戸遺跡 西宇戸字西字戸 包含地 縄文 105 黒曜石製!J<!J片，石鍛
30 新田原遺跡 前平字新田原 包含地 弥生 120 磨製石斧

31 魚見岳遺跡 前平字魚見岳 包含地 縄文 145 黒曜石製豹l片，石斧等

32 岳ノ下2号墳 西宇戸字岳ノ下 古墳 古墳 95 横穴式石棺，鉄刀，金環，鉄鍛，馬具状鉄器等

33 岳ノ下1号墳 西字戸字木原 古墳 古漬 85 須恵器(壷，両杯，蓋杯)

34 意気車ノ木遺跡 西字戸字キシャノキ 包含地 縄文 70 黒濯石製豹l片

35 鞍越遺跡 西字戸字鞍越 包含地 縄文 55 黒曜石製宮町l片

36 度島田遺跡 西字戸字度島田 包含地 縄文 77 黒曜石製割i片
37 西字戸鬼塚古墳 西宇戸字鬼塚 古墳 古墳 82 円墳(L=7m，W=l目9m程度の横穴式石室かり

38 牧遺跡 西宇戸字牧・奈女利 包含地 先・縄 45 ナイフ形石器，サヌカイト製割l片，石核

39 牧第2遺跡 西字戸字2-1 古墳 古墳 15黒曜石製釘l片，石鎌

第2図 大島村内遺跡一覧
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において大きな役割があったことは間違いない。さらにこの島は防衛上でも重要な役割を果たしてい

る。『肥前国風土記』によると肥前田につくられた20箇所の俸の内8箇所が松浦郡につくられており，

豊後国が全部で5箇所であったのと比べるとはるかに多い峰がつくられている。俸がどこに設置され

たかは現在のところ定かではないが，白村江の戦い後対馬・壱岐に防人とd隆が置かれ太宰府には水城

が築かれたことを考えると的山大島にも峰が置かれたことは十分に考えられる。また元冠後の記録と

して， r来島丈書』には「壱岐島より始めて島々高き所に火を立てらるべきの問，大島には壱岐を見
て，その時をたがえず，たきぎにとりつみであまたたくべきなり，たがいに火のひかり煙を見てたか

るべじ，大島の火を見て鷹島にたきつぐべき由，相ふれ畢んぬ。異国用心大事也，更々緩怠の条有る

べからず候言々。永仁二年三月六日」とあり永仁2 (1294)年，壱岐から大島，鷹島の峰を受けて九

州、|の海岸の防御の強化をおこなうよう肥前田守護の北条定宗から大島又二郎あてに文書が出されてい

る。 峰火台の場所としては的山大島のほぼ中心部にある標高195mの番所岳について， r大島乃歴史j
に「丈永の役後，鎌倉幕府の命によりまして，異国船p 即ち外国船監視の遠見番所として，特に日本

に於ける西国防備の第一線基地として重要な任務をおびた場所でございまして，明治4，5年廃止に

なりますまで，数百年間遠見番所の任務を果たしてきたところでございます。」と書かれてあり，現

在の段階では番所岳にその峰火台があったと考えられている。

以上のように的山大島は古くから，航海技術に優れた人々の存在や外交及び防衛において重要な役

割を果たしてきたことが遺跡や様々な史料から伺い知ることができる。さらに，江戸時代になると周

辺海域で捕鯨が盛んにおこなわれるようになり，的山大島でも鯨組が組織され明治初期まで操業が続

けられていた。また，今回の発掘ではニホンアシカの骨一体分及びクジラ類等の獣骨が土墳より出土

している。詳細は後述の国立歴史民族博物館の西本先生にお願いするが，ニホンアシカは縄文時代に

日本列島沿岸諸地域に広く生息していたと考えられており，対馬や五島列島周辺の海域もまたニホン

アシカの生息域であったと考えられている。このようにまだ開発が進んでいない地域が多く存在する

大島村には，国境近くの島興としての特徴を古くから伝えている。

[参考文献]

長崎新開杜 1984 r長崎県大百科事典』
長崎県教育委員会編 1997 r原始・古代の長崎県』資料編E
大島村郷土誌編纂委員会編 1989 r大島村郷土誌』
下川達嫡 1985 I長崎県北松浦郡大島村の考古遺跡一|白石器資料の紹介 J r長崎県北松浦地方の文化

松浦市，吉井町，大島村，特定地域の基礎丈化調査報告書V-.1長崎県立美術博物館

樋口隆康・釣田正哉 1951 I平戸の先史文化Jr平戸学術調査報告書』京都大学平戸学術調査団編
大島村教育委員会 1956 r大島村乃歴史』
宮路淳子 1998 I宮下貝塚出土の動物遣存体Jr宮下貝塚J富江町教育委員会
村川逸朗 1992 r大根坂遺跡』大島村教育委員会
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N 平成9年度の調査概要

1 調査の方法

調査期間は平成 9 年 9 月 29 日 ~10月 17日で，調査面積は140ぱで、ある。遺跡の範囲内で圃場整備の

対象となっている区域を25mのメッシュをかけ，東から西に 1~13，北から南にA~L とした。基本

的に試掘墳は 2mX2mの範囲で、各区に l箇所ずつ設定したが，明らかに削平されている場所は対象

から外し，地形や遺物の出土状況に応じて試掘墳の数を増やしたり試掘壌の拡張を行った。試掘墳は

合計33箇所設定した。

2 土層

本遺跡の北西部 (D~G の 11 ・ 12) は低位溶岩台地の最頂部に当たり，土壌の流出が激しいためほ

とんどが地表から 20~30crnで玄武岩の基盤に達した。

中央部及び北西端(日・ Iの7~13) は土壌が厚く 1m以上に達する箇所があったが，すべて第 l

層の流れ込みゃ盛土と考えられ，包含層や遺構は確認されなかった。

遺跡のほぼ中央にある溜池の南東部の試掘墳J5・J6①・ J6②からは弥生土器片が包含層とみ

られる層から出土している。 J5 の包含層は地表から約30crn下のところに厚さ 30~40crnの範囲で、確認

された。 J6①及ぴJ6 ②では地表から約20crn下のところに厚さ 15~20crnの範囲で、確認された。

第3図 遺跡範囲および試掘墳配置図 (8=1/2，500) 
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『可圃

3遺構

試掘塘12・J1・J2①・ J2②では，地表から約20cmで、基盤に達したが，その基盤に掘り込ま

れたピットが確認された。特に J2①で、は直径約25cm，深さ約20cmのピットが見つかり，その中から

弥生土器の底部片が出土した。ピット中の土質は暗茶色粘質土で粘性は強い。第1層の表土下が第4

層の地山であることから 遺物包含層は削平されたものと考えられる。

このピットから南へ2mのところに直径約60cmで、円形の炉跡とみられる焼跡が見つかった。焼跡に

は黒色の炭化物が多量に含まれてあった。さらにここから西へ 1mのところにも同様の焼跡が見つか

った。しかし平成10年度の本調査では，この周囲に石組等の遺構は見つからず，炭化物を多量に含ん

だピットであるだけで詳細は不明であった。
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V 平成10年度の調査概要

1 調査の方法

調査期間は平成10年 9 月 28 日 ~10月 30 日で，調査面積は約1，400m2で、ある。表土剥ぎを行った後，

国土座標(xニ 52300，y = 1740)を基準として， 10m四方のグリッドを設定し掘り下げを行った。

2 土層

全体的な層位は平成9年度試掘調査の第 1層にあたる表土(耕作土)と第4層にあたる玄武岩風化

土層(地山)の2層からなっている。

表土は深さ約20~30cmで，耕作部分と機械により踏み固められた部分とに分けられるが土質は同じ

である。表採として土器片や石器片が数多くみられることから，第l層と第4層の聞には遺物包含層

があったと考えられるが，今年度の調査が低位溶岩台地の最頂部分にあたり土壌流出と基盤整備によ

る削平のため，そのほとんどが消失しているものと考えられる。

。∞ω
F
U
U
〉 ~I 。せhF〉illl l l l l 

C D E F G H J K L M 

。
Xニ52340

A B 

第5図 平成10年度・平成11年度調査区グリッド配置図 (8=1/1，000) 
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3 遺 構(付図参照)

a 蓋棺墓 (ST) 

調査区北東側は削平が著しく，聾棺墓が検出された

のは主に北西から南寄りにかけての部分で， 10基を確

認した。 2号・ 3号・ 4号 .10号事棺墓のグループ

と， 5号・ 6号・ 7号.8号聾棺墓のグループに大別

できる。 1号聾棺墓は最北端に位置するが，これは今

回調査できなかった道路部分以北にも墓域が広がりを

43.2mー もつ可能性を示唆している。 9号蓋棺墓は平成11年度

調査区の23号蓋棺墓周辺に位置し，こちらとの関連で

考える必要があるかもしれない。

1号聾棺墓(第7図ST 1，図版4) 

調査区の最北端に 1基単独で占地する。上棺が蓋で

下棺が壷の組み合わせであるが，上撃は内側に赤化粧

粘土を施した口縁部のみで，下壷は胴部中位から底部

ST2 

炭化物範囲

小玉

， ， ， 
g 

j 
11 

¥ ¥ 、、、、、、、
、、、、

。

第6図書棺墓実測図① (8=1/20) 

STl 

¥ 玉管

昼ヨ.5m

-..... 

調査区域の東側には，部分的に表土の下に耕作土と

地山の士が混じり合った層が入っているところがあっ

た。これは昭和40年代に行われた基盤整備時の撹乱層

であると見られ，遺物はほとんど含まれていなかった。

50cm 

が残存する。副葬品として管玉4個が事の壁面直上か

ら出土した。底部中央には径3cmほどの孔が施される。

ST3 ST 4 

基呈2m 主主生白

町一志J二芦。

第7図聾棺墓実測図② (8=1/20) 
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明確な墓墳は確認できないため，墓墳に沿うように事棺は埋置されたものと思われる。

2号聾棺墓(第6図ST 2，図版4) 

調査区の北西寄りの一群の中に位置する。上棺は赤色顔料で塗彩した壷で，口縁部~肩部付近を打

ち欠いたのち，下棺の壷の口縁部分を覆うように被せていたのがわかる。下壷は比較的よく残存する。

中からはガラス小玉が炭化物や歯に混ざって出土した。墓墳は二段掘りになっており，南東の小口部

分に横穴を掘る。下壷を据えるのに，上壷の口縁部を肩部の下に敷いて支えとし，埋置角度を調整し

ている。

/ 

， 

石

!人骨片範囲

ST5 ST6 ST7 
ート『ι=一 鉄剣11

生手皇m m 42.6m 

『コ~
ST8 

生色5m

ST9 

、

、

生2.0m

第8図書棺事実測図③ (8=1/20) 
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3号聾棺墓(第7図ST 3，図版4) 

2号室棺墓に近接した場所にある。上妻と下妻の大半が削平され，遺存状況はよくない。下妻の胴

部下位に穿孔がみられる。墓墳は二段なっているが，下室の挿入方向と異なるため，本来の在り方と

は言い難い。後からピットが切り込んだ可能性もあろう。

4号聾棺墓(第7図ST 4，図版4) 

2 号・ 3 号室棺墓より 6~7m東方に位置する。下壷の胴上部まで完全に削平され，胴中部~底部

しか残存しない。下壷に穿孔はなく，人骨等もみられない。墓墳は聾をギリギリに据え置く程度しか

掘り込まれておらず，埋置角度をとるためのものかと思われる。

5号聾棺墓(第8図ST 5，図版4) 

調査区の中央付近に位置し，これまでの事棺群とは南東に16mほど離れた地点にある。 6~8 号事

棺墓は 5号翠棺墓に連なり，南西方向に埋置されている。 5号蓋棺墓は上蓋を欠損し，口縁部のみが

下斐内部に落ち込んでいた。下奮は二段に掘り込まれた墓墳に斜め方向で挿入される。ただし下室の

底部は欠けており，当初から打ち欠いた棄を埋置したのであろうか。特異な翠棺墓である。

6号聾棺墓(第8図ST 6，図版4) 

5号霊棺墓の南に隣接して位置する。やはり上蓋の一部を欠損するものの，口縁部が遣存状態を保

っていたため，接口式の妻棺墓であったことがわかる。下妻は比較的残りがよく，口縁部外面に赤色

顔料の塗布がみられる。穿孔は施さない。墓墳は下妻を斜めに挿入するため，二段に掘り込まれてい

た可能性もある。

7号聾棺墓(第8図ST 7，図版5) 

6号斐棺墓から 3mほど南西に位置する。上棺と下棺の壷上

半部を削平されて欠失L，遺存状態はあまり良くない。それで

も人骨の砕片に伴って鉄釧片が出土した。下壷は胴部中位に赤

色顔料の塗彩がみられたが，穿孔はなかった。墓墳は二段掘り

で，底部を据えるため南東の小口部分にやや横穴を掘る。

8号聾棺墓(第8図ST 8，図版5) 

7号蓋棺基の南に隣接した場所にあり，上部は削平を受けて

いる。下棺に壷を用い，口頭部は意識的に打ち欠いている。上

蓋は口縁部内外面に赤化粧粘土を施し，下妻の口頚部を覆うよ

うに被せられ，埋葬の状態を保っている。全面に赤色顔料が塗

布される下蓋の内部からは人骨の砕片がみつかっているが，部

位を特定できたのは歯冠のみである。人骨と同レベルに丸石3

個が置かれていることは興味深い。墓墳は断面が逆台形状を呈

し，下壷を支えるような配慮はなされていない。

一一12

44.2m 

Q 5Qcm 

第9図石蓋土墳墓実測図 (8=1/20) 



9号聾棺墓(第8図ST 9，図版5) 

5~8 号翠棺墓の一群とはかけ離れた場所にあり， 8号聾棺墓から18mほと守南に下った地点に位置

する。別の一群に属するものと思われる。

この地区は削平を免れたのか，聾棺墓の遺存状況は比較的良好である。口縁部を打ち欠いた上妻を，

下妻の口縁部に挿入する呑口式の構造をもっO その際，挿入した上蓋が不安定にならないように，別

の中型蓋の口縁~胸部上半の破片を利用している状況が窺える。

下妻の口縁部と接するように，支えとなる別奮の胴部を敷き，上蓋の挿入を容易にすると同時に上

棄を固定する役割も果たしている。下蓋の底部中央には径1cmの孔が施されていた。墓墳は斜め方向

に掘り込まれ，二段掘りにはなっていない。

10号襲棺墓(第8図ST10，図版5) 

2~4 号蓋棺墓の一群の中にあり， 2号蓋棺墓の北側に隣接する。上蓋は削平され，下斐も一部を

欠損するなど遺存状態は良くない。下妻の上面に胴部片がまとまって出土しているが，破片が表裏交

互に揃えられたような感があり，人為的または意識的に投棄された可能性が高いと思われる。下妻の

底部中央には径1.5cmの穿孔が施される。墓墳は断面逆台形状をなし，下妻の胴部径よりはやや広め

に掘って埋置角度をとっている。
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b 石蓋土墳墓 (SG1)(第9図)

二段掘りの土墳で，南西小口の上面に厚さ 3cmほどの板状石を有することから，調査者は石蓋土墳

墓と判断した。長さ80cm，深さ65cmを測る。土壌内からは被熱した骨の一部と炭化物が出土している。

c 1号住居跡 (SC1)(第10図，図版2) 

調査区中央のやや北側で地山に掘り込まれた約3m四方の方形をした住居跡が検出された。ほとん

どの部分が削平を受けていると見られ，深さは数cm~15cm程度で、あった。ベルトを残しながら掘り下

げる段踏で弥生土器片等が検出され，床面からは焼けたものと見られる角喋と少量の炭化物も確認さ

れたが炉跡は確認されなかった。土器は弥生時代中期~後期のものが含まれるが，住居が方形である

ことから遺構の時期は弥生中期後半頃であると考えられる。また，住居内にはピットが3箇所および

住居を切るように2箇所のピットも検出されたが，その性質は不明である。

d 1号土壌 (SK1) (第11図，図版2) 

調査区西側にて，玄武岩風化土(黄褐色土:地山)に掘り込まれた直径約 2mのほぼ円形をした土

墳が検出された。また土墳に伴うと考えられる直径20cm前後の柱穴が周辺に数基確認された。遺跡内

のその他の遺構に比べ，あまり削平を受けていないと考えられる。検出時は，黒褐色土のほぼ円形を

した中に数個の弥生土器底部，礁が出土している状況であった。特に土墳の北側では底部を20cmほど

の3個の角礁で， 3方角(東・西・南)を囲んでいる部分が確認された。

ベルトを残しながら掘り下げると，黒褐色土中に多数の牒，数種の獣骨，土器，石器，結晶片岩な

どが含まれ，また炭化物や被熱牒も確認された。土墳の深さは20~30cmほどで，地山を確認するまで

前述した遺物などが含まれていた。

土壌内の獣骨，周辺の柱穴，角蝶で固まれた部分などから，何らかの祭記行為の可能性が考えられ

る。出土遺物からみると，弥生時代中期中頃~後半のものと推測する。

-14-
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4 遺 物(第12図~第21図，図版 9~図版16)

a 土器(第12図~第16図，図版 9~図版15)

i 蓋棺(第12図，第13図，図版10~図版12)

1号聾棺(第12図ST 1，図版10)

上撃は逆L字状をなす口縁部である。胴部にかけてふくらみをもっせいか，内側にやや突出するよ

うな感がある。長くのびた口縁端部は垂れ気味となる。口縁部の内外面には赤樟色の化粧土 (Sl場)

が塗られている。

下棺は査で，口頚部を削平され欠失する。胴部最大径はやや上位にあり，シャープな 2条のM字突

帯を有する。底部にかけては急にすぼまり，均整がとれている。底部中央には内側から打ち欠かれた

穿孔を施す。調整は丁寧なナデで，胎土に金ウンモが目立つ。中期後半頃に比定されよう。

2号聾棺(第12図ST 2，図版10)

上棺・下棺ともに壷で，上壷は口縁部~肩部を打ち欠かれ，胴部中位~底部とは別に出土した。口

縁部は大きく外反して聞くもので，端部に斜めの刻目，つけねには三角突帯を施す。胴部中位の最大

径付近にも刻目を付けた三角突帯を巡らす。底部はやや凸レンズ状をなす。一部判別し難いところは

あるが，内外面とも赤色顔料が塗彩されていたものと思われる。

下壷は口縁部を欠く。頚部はつけねにコ字突帯を貼付し，そのまま上方に長くのびる。胴部は上位

に最大径を有し，だれた台形状の突帯が中位より下に付く。底部にかけてはややくぴれ気味で，平底

となる。胎士に金ウンモはほとんど目立たない。胴部突帯の内面にススが帯状に付着しているのが特

異である。焼成時の歪みが大きく，全体にバランスが悪い。弥生後期中葉頃か。

3号聾棺(第12図ST 3，図版10)

下翠は胴部上半を欠失L，下半部のみ遺存する。胴部中~下位に分厚い台形状の突帯を有する。突

帯は鈍く下に垂れており，貼付も粗雑である。胴部下位に内側から打ち欠いた穿孔が施される。底部

は平底ないし凸レンズ気味となる。妻棺の時期は弥生後期中葉か。

4号聾棺(第12図ST 4，図版10)

下棺には壷を用い，やはり口縁部を欠失する。胴部中位やや下に分厚い台形状突帝を巡らす。底部

にくぴれはほとんどなく，そのまま平底となる。底部中央の器壁がうすく，打ち欠きが施されたかと

錯覚する。胎土に角閃石が目立ち，砂粒も粗い。全体のっくりに粗雑化傾向がうかがえる。弥生後期

前半頃か。

5号聾棺(第12図ST 5 ，図版10~図版11)

上妻は逆L字状口縁を持ち，端部はやや肥厚する。口縁下に 1条の低い三角突帯を有する。胴部は

若干のふくらみをもちながら，浅い上げ底気味の底部にいたる。外面にススの付着が見られることか

ら，日常容器を転用したものである。

下妻も口縁部は逆L字状をなし，端部はやや肥厚する。口縁下に l条の鈍い三角突帯を施し，胴部

はふくらみが中位にある。底部は当初から欠失していた。外面にはススの付着が顕著で，上蓋同様に

-16 
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日常容器を転用したのが明らかである。弥生中期中頃に比定できょう。

6号聾棺(第12図ST 6，図版11)

上奮は逆L字状の口縁を呈し，上面はほぼ水平をなす。端部は把厚気味で，胴部は張ることなく底

部に移行する。底部は底面中央にくぼみがみられ，上げ底の名残をとどめる。胎土に金ウンモが目立

ち，器壁は薄く仕上がる。日常容器の転用である。

下聾はやや内傾する逆L字状口縁をなし，外面には赤色顔料で塗彩される。口縁部下に l条の鈍い

三角突帯を有す。胴部最大径は上位にあり，ふくらみをもちながら急速にすぼんで底部に至る。底部

。

ST10 

ST8 (上)

40cm 

¥斗〆
第13図聾棺実測図② (8=1/8)
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は低い上げ底をなす。上妻同様に胎土に金ウンモが多く見られ，器壁も薄い。

日常容器の転用品である。時期的には 5号蓋棺と同じかやや古い傾向がうかが

え，弥生中期中頃と思われる。

7号聾棺(第12図ST 7，国版11)

下棺の壷腕部のみが遺存する。 1号室棺に似るが，胴部最大径はやや中位に

下がり，赤色顔料が塗布される。 2条のM字突帯はやや鈍く，退化傾向がうか

がえる。底部は平底をなす。胎土は精良で，弥生中期後半のものである。

8号聾棺(第13図ST 8，図版11)

上蓋は逆L字状口縁をなし，端部は下に垂れる。口縁部下には 1条の三角突

JJ1 

〕jdj
o 10cm 

第14図石蓋土壌墓出土土器
(S=1/4) 

帯を施すが鈍いもので，痕跡的なものにとどまる。むしろ突帯部分の強いヨコナデでできた稜が，突

帯のような錯覚を与える。胴部は張り出し，最大径はやや中位に下がる。口縁部の内外面には赤桂色

の化粧土 (Slip)が施されていた。胎士や焼成は精良な方である。

下蓋は口頚部が打ち欠かれ，胴部以下が遺存する。頚部付け根に l条のM宇突帯，胴部中位やや下

には 3条の鈍いM字突帯を巡らす。胴部下位には内側から三角形の大きな穴を穿つ。底部は若干上げ

底気味の平底である。胴部に赤色顔料を施した糸島系の土器であろう。時期は概ね弥生中期後半頃に

比定される。

9号聾棺(第13図ST 9 ，図版11~図版12)

3連蓋棺である。上蓋は口縁部を打ち欠くものの， く字状を呈するか。服部は大きく張り出し，中

位付近に最大径を有する。底部は平底だが，凸レンズ状に移行する過渡期的様相を見せる。日常査の

転用品である。

中蓋はわりと大型のもので，胴部下位~底部を欠く。口縁部は急、角度で上方に伸びたのち反するも

ので，胴部との境に l条の三角突帯を有する。胴部は最大径が上位にあり，あまり張り出すことなく

長胴化する。中位付近には鈍い台形状の突帯が下向きにつく。

下妻は口縁部がく字状をなし，端部は端正な面をつくる。胴部との境は形骸化した三角突帯が痕跡

的につく。胴部は中位付近にふくらみをも

ちながら長胴化する傾向をみせる。底部は

凸レンズ状を呈L，中央には穿孔が施され

る。中聾は橋口編年のK町b式の特徴を有

し，上下警は底部形状が平底から凸レンズ

底への移行段階であることから判断して，

弥生後期前半~中頃に比定できょう。

10号聾棺(第13図ST10，図版12)

蓋の口縁部はく宇状を呈し，端部は丸く

おさめる。胴部との境のくびれはあいまい
。

、、、

;m ~j_グ
第15図 1号住居跡出土土器 (S=1/4)
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なものとなり，内面の稜も不明瞭である。胴部は張り出しをもたないまま長胴化し，最大径もやや下

位に下がる。底部は凸レンズをなし，中央には内側から打ち欠いた穿孔を有する。 9号室棺の下蓋よ

り退化傾向がみられることから，弥生後期中頃~後半の部類に入るか。

その他(第13図ST A1， S T A 2) 

STA1，2は調査者がそれぞれ蓋棺かどうか判別できなかった遺構をさす。ここでは遺物だけを

掲載した。 STA1は壷の底部， S TA 2は撃の胴部~底部である。 STA2は長胴化した胴部に，

平底の底部がつく。底部中央に穿孔がみられ， 10号事棺とほぼ同時期のものと判断してもよいだ、ろう。

ただし， S T A 1については遺物だけでは判断しがたい。

11 石蓋土墳墓出土土器(第14図)

聾(1・2) 1はやや上げ底で， 2は完全な平底を呈す。底部のくびれに古い要素を残すものは

あるが，ほぼ弥生中期中頃~後半の時期が考えられよう。ともに覆土からの出土である。

iii 1号住居跡出土土器(第15図)

聾(l ~7) 1は平坦な断面三角形の口縁部で，城ノ越式か。 2は逆L字状口縁で端部には刻目

を施し，内側へも突出をみせる。口縁部下には 1条の三角突帯を有す。金ウンモを含む。 3も逆L字

状口縁で，上面は丸味を帯び，内側には突出しない。 4は屈曲口縁で，端部は丸くおさめる。 5・6

も屈曲口縁で，端部は跳ね上がる。 4~6 は図がやや傾き過ぎか。 7 は粗いハケ目が残る胴部に，薄

手の平底がつく。

壷(8・9) 胴部はナデ調整で， 9は胴部にかけて大きく聞く。 3・8は住居跡の床面出土で，

他は覆土中からの出土である。出土遺物からみて，住居跡の時期は弥生中期中頃以降かと推測される。

iv 1号土壌出土土器(第16図)

聾(l ~9 ， 17~25) 1は平坦な断面三角形の口縁部にみえるが，短い逆L字状口縁に粘土を付

加したものである。内側にもわずかに突出がみられ，胴部は張る。 2は内傾した逆L宇状口縁で，平

坦面に赤化粧粘土を塗る。ヨコナデのために内側へ小さく突出するような感がある。胴部はやや張る。

3もやや内傾する逆L字状口縁である。短く伸びた端部を丸くおさめる。口縁部からやや離れたとこ

ろに l条の三角突帯を巡らす。 4は断面三角形の口縁部が長く伸びた逆L字状口縁をなす。やはり口

縁部からやや離れた位置に 1条の三角突帝を施す。 5は内側に傾斜する逆L字状口縁で，内側にも小

さく突出する。口縁下に 1条の鈍い三角突帯を有するが，その上の稜は強いヨコナデによってついた

ものである。 6・7も内傾する逆L字状口縁で，内側への突出は痕跡的なものとなり，浅くくぼむだ

けとなる。胴部はあまり張らない。 8は逆L宇状口縁の平坦部が内奇するもので，端部は丸くおさめ，

内側にも明瞭に突出する。 6~8 は胎土に金ウンモを多く含む。 9 は発達した鋤先状口縁が内側に低

く傾斜し，端部は下に垂れるものである。
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17は底部がくぴれ，高い上げ底をなす。 18は分厚い上げ底でくびれを有し，底部裾のふんばりが強

い。 19も分厚い上げ底だが，まっすぐのぴて裾部の発達はない。 20は若干底部がくぴれ，浅い上げ底
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1号土境出土土器 (S=1/4)
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をなし，中央は兜巾状を呈す。裾部のふんばりは強い。 21は分厚い底部で，中央をくぼませて上げ底

に仕上げる。 22もほぼ同様である。 23は円盤状の底部に浅いくぼみを施して，上げ底状になす。 24・

25は細くしまった底音1防、ら胴部にかけてそのまま直線的に聞く。 24はやや上げ底状，25は完全な平底

になる。

壷 (10~16， 26) 10は広口壷の口縁部か。大きく外反する単純口縁で，端部は面をなす。 11は分

厚い逆L字状口縁で，内側に小さく突出する。 12も逆L字状口縁で，端部に刻目を有し，その上から

浅い沈線を施す。内側への突出はなく，浅くくぼむだけになる。 13~16は鋤先状口縁で， 15のように

あまり発達せず，端部を丸くおさめる小型のものと，16のように内側に発達し，大きく聞くものがあ

る。 13・14は後者で， 13は面をなした端部に刻目を施し， 14は刻日の上からさらに沈椋を巡らす。と

もに平坦面は赤色顔料が塗布される。

26は小さな平底で，底部の稜は不明瞭になる。底裾部付近に赤色顔料の塗彩が残る。

6・9・13・14・16・17・19・21は覆土からの出土で，それ以外の出土地点については第11図に示

した。概ね弥生中期中頃~後半の時期が考えられよう。

b 石器(第17図，第18図，

図版16)

l号土墳出土石器

(第17図，図版16)

l号土墳(須玖I段階)よ

り方柱状石斧2点，砥石が出

土している。 1は砂岩を使用

し，長方形の側面に一条の溝

が観察される。多くが欠損し

ているが，本来複数の研ぎ出

し面が確保されていたものと

考えられる。全体に磨き痕と

翫打痕が見られ，複数の機能

をもっていたと考えられる。

今回の調査では鉄器として鉄

鎌3点が確認されているが，

本資料は溝をもつことから刺

突具等の研磨具と考えたほう

が妥当で、あろう。 2は，肩平

片刃石斧の頭部片， 3は方柱

。 lOcm 

第17図 1号土噴出土石器 (S=1/2)
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1号土墳にはこの3点の他，どちらも白色の凝灰岩を使用している。状片刃石斧の刃部破損品である。

1号土墳はアシカ・クジラなどの海獣のほか，鹿・イノシシな被熱痕のある磨石等が数点含まれる。

どの骨も確認され，極めて祭杷色の強い土壌である。ここに挙げた3点の石器はいずれも破損品であ

この破損については，祭把行為の一環としての意図的な破壊・日常生活で使用した際の破損品，るカf，

の両方の観点を考慮する必要がある。特に埋納されたアシカの骨には，石器による解体痕が認められ

るとのことから，解体に供した道具を一括埋納した可能性が高いと捉えるべきであろう。鉄器の生産

に関わると思われる砥石の出土や，弥生時代特有の方柱状片刃石斧の存在は，離島地域における弥生

時代の生産用具が本土部と遜色がないことを示唆するものとして重要であるとともに，離島地域にお

ける弥生時代の祭杷形態の一端を考えるうえで石器のもつ意味を再考する必要があろう。

その他の石器(第18図)11 

弥生時代の遺物の他に旧石器時代・縄文時代から弥生時代の石器が確認されている。旧石器時代の

ナイフ形石器・台形石器・角錐状石器・細石核が出土している。本来この地域にも旧遺物としては，

石器時代の良好な包含層があったものと判断されるが，北松玄武岩地帯特有の土の堆積が少ない地帯

の一角にあることから，包含層はほぼ消滅したものであろう。黒耀石の多くは，松浦の牟田産を使用

量的にはしているものと考えられる。縄文時代から弥生時代にかけての剥片石器も出土しているが，

8は黒曜石製の鈷状の石器である。中央部には扶り状の加工も見られ，縄文後期に発達する少ない。

鈷頭状の石器に近似する。本遺跡で出土する海獣骨から，弥生時代の漁労具の可能性も否定できない

9についても大形の鈷状の石器の可能性が指摘できる。これらの石器が弥生時代のものとであろう。

すれば，縄文後期に発達した漁携用の石器が伝統的に弥生時代にも継承された可能性を示唆するもの

どの石鍛も丁寧な平坦剥離を施しとして意義あるものであろう。 10~14 ・ 15は石散を取り上げたが，

出土土器の割合から考えても弥生ている。その所属時期については先の 8・9同様定かではないが，

l号土墳出土の石器とその他の石器について通観したが，極時代に属するものが多いと考えられる。

めて弥生色の強い石器と縄文時代の系統を引き継ぐ石器の 2者が見られた。鈷頭状の石器などについ

ては，今後他の弥生時代の遺跡と比較すべきであり，縄文時代に発達した漁携丈化がはたしてどの程

度継承されたのか，具体的に道具の変遷を捉えることが必要であろう。

パ
ハ
ハ
什
H
U

図版16)その他の遺物(第四国，第20図，第21図，

鉄器

C 

図版16)鉄自11 (第四図，

幅1.3cm，厚さ1.5~ 2 mmの鉄板を円環状になした鉄釧である。

断面は肩平な二等辺三角形を呈す。内径では5.0cm前後を測る。

分析の結果，繊維などの付着物や象眼はみられなかった。出土

した 7号蓋棺の年代観からすると，弥生中期中頃~後半に比定

___"I圃

3cm 

7号聾棺出土鉄割11 (S=l/l) 

。

第19図
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11 玉類

管玉(第20図，国版16)

1号聾棺墓の下壷内から碧玉製の管玉が4点出土した。長さは1.2~2. Ocmまであり，径は 5mm前後

を測る。孔径は2.2~2.8mmで，透過X線撮影により双方向から孔が穿かれたことがわかる。色調はほ

とんどが灰緑色を呈す。蓋棺の時期から考えると，弥生中期中頃~後半の年代が与えられよう。

小玉(第21図)

ガラス製小玉はすべて 2号翠棺墓の下壷内より炭化物に混在して出土した。採集できたのは60点で

ある。大きさは径2.5~ 6 mmとまちまちで，規格性等はうかがえない。色調によって「淡青色系統と

青紺色系統」に大別できるが，基本的には「鉛を含まないア

ルカリ珪酸塩系のガラスjという分析結果が出ている。蓋棺

の時期より判断して，弥生後期中頃のものと思われる。
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第21図 2号聾棺出土小玉 (8=1/1)
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VI 平成11年度の調査概要

調査の方法(第5図)

平成10年度調査で検出された2・3・10号室棺墓の周辺はさらに墓域が広がる可能性があるという

判断から，排土置き場としていた北西部の200m2については平成11年度の継続調査となった。また，

平成9年度以降協議中であった J6試掘墳のある溜池周辺の750m2も，今回の調査対象となった。

よって，当初の発掘予定面積は950ばであったが，実際に調査を開始してみると予想を完全に覆す

ものであった。 溜池周辺は若干の遺構らしき痕跡と数点の遺物が見られただけで，短時間に調査が終

了したのに対し，排土置き場の方は予想外に遺構が広がりをもち，調査範囲の大幅な変更を余儀なく

された。平戸耕地事業所と大島村教育委員会を交えての協議の結果，掘削で遺構が失われる部分の

4，950m2について，本調査を実施することになった。

調査方法は平成10年度と同様，国土座標に従って10m四方のグリッドを設定し，ピット等の遺構の

把握や遺物取り上げに用いた。主な遺構については，それとは別に略号を使用した遺構番号を付した。

グリッドには座標のX軸に北から 0~11の番号を， Y座標に西から A~Mの記号を便宜上付して，そ

れぞれのグリッド名とした。

2 土層

土層については基本的に平成10年度調査に準じる。基盤整備による土地の削平は著しく，旧地形を

ほとんどとどめない。ただし，今年度調査区が溶岩台地の最頂部からやや下った周縁部ということか

ら，表土下の暗茶褐色土層の堆積は厚く，二次堆積である遺物包含層を形成している部分も一部では

みられた。それで、も，表土を20~30cm剥ぎ取ると遺構の掘り込まれた黄褐色玄武岩風化礁層に達する

のが大半で，遺構上面はかなり後世の影響を受けていることが容易に推測できる。

3遺構

a 蓋棺墓 (ST) 

調査区の各所に散在的にあり，群をなすものは少ない。 11号~16号妻棺墓は遺跡の北端に位置し，

平成10年度調査の 2 号~4 号. 10号蓋棺墓と近接して，本遺跡の最高所である標高43m付近にまとま

りをみせる。それ以外の17号~33号蓋棺墓は1O~20mの間隔をもって各所に広がり，墓域としてのま

とまりはない。例外もあるが，基本的に2基を墓所の 1単位となすところに特徴がある。標高は40.5

~41. 5m前後に占地する。個々の聾棺墓の主軸方位や埋置角度は一覧表にして掲載した。(表1) 

11号聾棺墓(第22図ST11，図版5) 

調査区の最北端に位置し， 12号~14号蓋棺墓と一群をなす。この一帯はかなり削平が著しかったと

みえ，ピット等も極端に少ない。 11号翠棺墓も大部分が削平を受け，下妻の胴~底部がかろうじて残

存する程震である。ほほ水平に近く埋置された蓋棺内からは，副葬品等も確認できなかった。胴部下
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位には穿孔が施されている。

12号聾棺墓(第22図ST12，図版6) 

11号蓋棺墓の西隣に位置し，削平により上蓋と下翠の上半部を欠失する。遺存状態はよくない。埋

置角度はややあり，墓墳は蓋を据え置くのに必要最低限しか掘り込まれていない。

13号聾棺墓(第22図ST13，図版6) 

11号蓋棺墓の東隣に占地する。上部を完全に削平され，下蓋の腕部~底部が遺存する。かろうじて

上蓄の一部とみられる破片が墓墳の掘り方に残っていた。これによると，口縁部を打ち欠いた上蓋で

下室の口縁部を覆う，覆口式の構造をもつものと推測される。下妻の埋土上高に炭化物がみられたが，

妻棺墓に伴うものかは判別し難い。穿孔は施されていないようである。

14号聾棺墓(第22図ST14，図版6) 

13号妻棺墓の南に隣接し， 11号 .12号聾棺墓とも近接した位置関係にある。上書と下蓋の上半部を

欠失し遣存状態はよくない。口縁部を打ち欠いた上蓋の一部が下室を覆うように残っており，覆口式

であったことがわかる。粘土の目張りはみられない。下斐の底部付近に炭化物がみとめられるものの，

人骨等の出土はなかった。墓墳は蓋棺の形状に沿うように，隙聞なく掘り込まれている。

15号聾棺墓(第22図ST15，図版6) 

14号蓋桔墓から 5mほど南に離れた地点にある。上蓋を全て欠失し，下棄のみ残存する。底部中央

に穿孔を施す。出土遺物はない。主軸方位は14号蓋棺とほぼ同じである。墓墳は聾胴部の形状と埋置

角度を考慮してか，斜め方向に掘り込まれる。

16号蓋棺墓(第22図ST16，図版6) 

15号室棺墓のすぐ東隣で，平成10年度調査の 2 号~4 号・ 10号斐棺墓とも近接した場所に位置する。

他と同様に上部を削平され，上蓋の一部と下蓋の胴部~底部が残存する。上蓋は口縁部を打ち欠いた

もので下事を覆うように被せており，覆口式の構造をとる。粘土による目張りは施されていない。下

聾の底に歯冠が残っていたが，炭化物やその他の遺物はみられなかった。墓墳は蓋棺の湾曲に合わせ

てきっかり掘り込まれている。

17号聾棺墓(第22図ST17，図版6) 

調査区のほぼ中央，標高4l.5m付近に占地する。周囲はピット群で他に蓋棺墓等の遺構は見当たら

ず， 1基単独で所在し，これまでの霊棺墓群とは周囲の環境を異にする。上蓋の一部を欠損するもの

の，総じて遺存状態は良好である。削平等の被害が最小限にとどまっているためであろうか。

当初，下棺の査は口頭部を打ち欠いたものかと思われたが，内部より口縁部片と骨片が確認された

ため，上妻で口縁部を覆った覆口式と判断した。上蓋との接合部がずれているのは，削平時の衝撃で

下棺の口頚部が折損したのではないかと考える。墓墳は斜めに掘り込まれ，本来の埋置角度はかなり

大きかったのであろう。

18号聾棺墓(第22図ST18，図版6) 

17号蓋棺墓から西南西に 8m離れた地点に18号.19号蓋棺墓は位置する。ピット群の周縁部にあた
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下妻胴部~底部が残る。内部からり，標高は41.25m前後か。上蓋と下裏口縁部は完全に削平され，

は骨片が出土した。底部中央には穿孔が施される。墓墳は逆台形状を呈し，埋置角度は大きく直立に

近い。埋聾のような埋置形態をとる。

19号聾棺墓(第22図ST19，図版6) 

18号蓋棺墓の東側に隣接する。削平を受けているわりには，比較的遺存状況は良好である。口頚部

を打ち欠いた丹塗査に上蓋を被せる構造をなす。上蓋の底部が査の中に落ち込んでいるのは，削平時

そのまま肩~胴部付近に置かれていた。口縁に混入したものであろう。打ち欠かれた査の口頭部は，

部が査に接するよう向いているので，削平の影響を受けたと考えるには不自然である。何らかの祭記

意識的に添えられたものか。査の底部中央には穿孔が施され，骨片と炭化物が出土し行為に伴って，

査の胴下半~底部の形状ともぴったり合致しており，ている。墓墳は斜め方向に掘り込まれているが，

壷はほぼ原位置を保っているものと思われる。そうすれば，18号蓋棺墓同様にほぼ直立埋置に近い状

況が想定できょう。

図版7) 20号聾棺墓(第23図ST20， 

19号聾棺墓から東に19mほど離れた地点に20号 .21号妻棺墓は位量し，標高は41.5m前後で、ある。

ピット類も多い。 20号蓋棺墓は上部を周囲には集石遺構である 4号土墳や土器溜り等の遺構があり，

完全に削平された状態で検出された。下妻の胴部~底部のみ遺存するが，残存部位で穿孔はみられな

下奮を据え置くのに周囲に石を配しているのが特徴的である。い。墓墳は幾分斜め方向に掘り込まれ，

埋置角度は水平気味である。

図版7) 21号聾棺墓(第23図ST21， 

ピットの掘り込みによって破片の大半を欠20号翠棺墓の東側に隣接する。上部を削平されたうえ，

ここでは一応聾棺墓上蓋・下警の区別はつかない。失する。水平に埋置された?底部のみが残存し，

として扱うことにした。

図版7) 22号聾棺墓(第23図ST22， 

かなり削平の影響を受けてお20号 .21号蓋棺墓から 5mほど北西に位置する。 21号蓋棺墓と同様，

下棺と判断できた。墓墳は底壷底部のみ残存する。底部中央に径1.5cmの穿孔があることから，り，

面の痕跡がうかがえる程度である。

23号聾棺墓(第23図ST23，図版7) 

22号蓋棺墓より北へ4mの位置に所在する。周囲には径2mほどの2号土墳・ 3号土墳があり，聾

棺墓は他にない。一部を削平されているものの比較的遺存状況は良好で，翠を 3個つなげた三連式の

蓋棺墓になっていることが判明した。下警と底部を打ち欠いた上妻とは口縁部を合わせる接口式で，

打ち欠いて底部のない上蓋を覆うように別聾をさらに上から被せている。下室の底部中央には穿孔が

下室を安置するのに口縁部の両脇に石が添えられている。施される。墓墳は斜め方向に掘り込まれ，

ピット等遺構は検出されていない。下棄の

24号聾棺墓(第23図ST24，国版7) 

調査豆の南西端に位置する。周囲は削平が著しいのか，

p
g
v
o弘
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胴部~底部が遺存するにとどまる。出土状況や墓墳のあり方からすると 埋置角度は多少あったと考

えられる。

25号聾棺墓(第23図ST25，図版7) 

24号蓋棺墓から 8~10mほど北に位置し，標高は41m付近にあたる。畑の縁辺部にあたり，強く削

平の影響を受けている。周囲は極端にピット等の検出遺構が少なく，25号・ 26号室棺墓だけが近接し

てみられるにすぎない。 25号蓋棺墓は上蓋が下蓋の中に入り込むようにして検出された。上蓋は口縁

部が打ち欠かれ，胴部下半~底部は削平時に欠失したものか。下妻の残りはよく，胴部下位には穿孔

が施される。内部には小児骨と歯冠がみられ，副葬品として管玉2佃が出土した。墓墳は蓋棺の形状

に沿って斜めに掘り込まれ埋置角度を大きくとる。

26号聾棺墓(第23図ST26，図版7) 

25号棄棺墓の北側に隣接して築かれる。削平が著しく，上蓋と下蓋上半部を欠失する。下妻は底部

中央に穿孔が施される。内部に幼児の頭蓋骨や歯冠がみられるなど遺存状態はよい。ただし副葬品等

はなかった。墓墳は下蓋の胴部形状に合わせて掘り込まれており，埋置角度はそれほど大きくはない。

図版8) 27号聾棺墓(第23図ST27， 

25号 .26号室棺墓より25mほど北西に離れた地点にあり，調査区の最西端にあたる。標高は40.5m

今回発掘調査した翠棺墓では最も標高の低い地点に築かれた部類に属する。当初，27号蓋棺付近で，

その後周囲を精査するうちに30号事棺墓も確認できた。墓のみが検出されていたが，

下警は胴部下位~底部まで損壊を受けている。上蓋の口縁部片は下27号斐棺墓は上部を削平され，

蓋の口縁部に接するような状態で検出されたことから，接口式の構造をとっていたことがかろうじて

わかる。上蓋の底部は下聾内に落ち込んでいた。下室底部内面には炭化物が少量みられたが，骨片や

副葬品はなかった。墓墳は逆台形状に掘り込まれ，下蓋底部が原位寵を保っているとすると，ある程

度埋置角度をとっていたと思われる。

28号聾棺墓(第23図ST28，図版8) 

調査区の中央やや東寄りに位置する。隣接して箱式石棺墓があり，南東 5~6m先には29号蓋棺墓

が築かれている。墓地が確認できるのはこの一帯だけで，最も近い墓地の一群でも18mほど離れた22

遺構のほ遺物包含層はなく，号 .23号蓋棺墓しかない。周囲は表土下20cmで、玄武岩の露頭がみられ，

とんどは軟質の岩盤を掘り込んで、つくられている。

28号聾棺墓も他の蓋棺墓と同じく，大半を削平によって欠失する。下事の胴部~底部が残存するが，

人骨や副葬品等はみられない。墓墳は下蓋胴部の湾曲に合わせて掘り込まれているようである。埋置

角度はそれほど大きくない。

図版8) 29号聾棺墓(第25図ST29， 

遺存するのは下蓋の底部片しかない。底部中央に穿孔がみられるほか大部分が削平により欠失し，

不明。墓壊も浅く，埋置角度も小さいと思われる。

30号聾棺墓(第25図ST30，図版8) 
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前述したように， 27号蓋棺墓の精査時に南西側に隣接してみつかった。削平の影響をあまり受けず，

遺存状態は良い。上蓋の代わりに石蓋をもっO 石蓋は厚みのある平石で，丹塗査の口縁部を完全にふ

さいでいたO ただし，粘土等による目張りは施されていない。石の重みで査の上半部はひしゃげてい

たものの，底部付近は原位置を保っている。査の出土状況から判断して，墓墳は方形に近く掘り込ま

れていたものと思われる。底部中央には穿孔がうかがえた。
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31号聾棺墓(第25図ST31，図版8) 

31号 .32号 .33号蓋棺墓は調査区の最東端に位置し， 28号・ 29号聾棺墓からも25m以上離れた場所

にある。周囲に遺構はほとんどみられず，この辺りが遺跡の東限かと思われる。標高は40.5~40. 75 

mを測る。玄武岩の露頭が著しく，表土も薄いため，耕作時の影響はかなり遺構面に及んでいる。 31

号童棺墓は上妻と下妻口縁部を欠失する。下妻の鋼部下位には穿孔がみられた。墓墳は下室の形状に

合わせて斜め方向に掘り込まれており，埋置角度をとっている。

32号聾棺墓(第25国ST32，図版8)

31号斐棺墓の北隣にあり，やはり下蓋胴部~底部しか残存していない。これは埋置角度が大きく，

ほほ直立埋置に近いことにも関係があろう。 18号・ 19号室棺墓のように，埋霊的な埋置形態が考えら

れる。下蓋底部中央には穿孔が施されるほかは，骨片や炭化物はなかった。別に壷の胴部片が出土し

ていることから，上棺は壷であった可能性がある。

33号警棺墓(第24図ST33，図版8) 

31号斐棺墓から南西2mの地点に位置する。上部を削平され，下棺の壷胴部~底部が遺存する。こ

れとは別の聾の口縁部片が伴出しており，上棺は蓋を用いてあったの

であろう o輔噛の叩状に沿っ泊り込まれ埋置角度山 ¥ 

8T33 

水平に近い。穿孔等はみられなかった。

b 箱式石棺墓 (SA1) (第26図，図版3) 

蓋棺墓が主体をなす本遺跡では唯一の石棺墓で， 28号蓋棺墓の南西

に隣接して位置する。棺材はほとんど抜き取られており，石材の支え

かもしくは剥離したと思われる玄武岩質の板状石のみが痕跡をとどめ

る。棺床面までの深さはわずか 5cmしかなかった。南東小口部分の棺

床面が浅く掘り窪められていることから，こちらが頭位方向かと思わ

れる。墓墳の掘り方から石棺の規模を推定すると，主軸長が145cm，

~ 
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北西小口幅が55cm，南東小口幅が45cmか。東西の側壁には厚さ 7cm前後の板状石を 2~3 枚使用して

いたものと推測する。副葬品はなく，覆土中に弥生中期の土器がみられる程度で，正確な築造時期は

不明である。

c 2号住居跡 (SC2) (第27図，図版3，図版9) 

調査区の南端に位置し，丘陵頂部にある 1号住居跡からは50m以上離れている。周囲にはピット等

遺構が少なく，緩やかに傾斜する南西方向にかけて全体的に削平を受けていることがわかる。住居跡

は南北の長辺が6.5~6. 6m，東西の短辺が5.4~5.5m を測り，平面プランは不整形な長方形をなす。

四辺はそれぞれ平行ではなく，いびつな台形状というべきか。

壁面は最も残りのよい北東側で25cmほど遺存していたが，削平の著しい南~南西にかけてはほとん

ど残っていない。ベット状遺構や貼床についても確認できなかった。比較的残りのよい北半部では幅

lOcm，深さ 5cmの壁周溝が数条あり，複数回の建て替えがあったことをうかがわせる。周溝が途切れ

ているのは，これより南西側の部分で削平が床面まで及んだためと考えられる。

炉跡については，住肩跡の中央に長径50~60cmのピットがあるものの，炭化物や焼土を伴わないこ

とから判断できなかった。住居跡床面の数ヶ所でスポット的に炭化物や焼土がみられたが，何を意味

するものかはわからなかった。

住居跡内のピットは深さが20cmにも満た

ないものが多く，確実に柱穴とよべるもの

は少ない。主柱穴も深くしっかりしたもの

がないため，今ひとつ判然としない。

住居跡の南東壁中央にはやや大形のピッ

トがある。石血や磨石等の遺物が集中して

みられたことから，屋内土墳として用いら

れたのであろう。土墳は長径80cm，短径70

cmの楕円形を呈すO また，住居跡の南隅に'
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も石皿や磨石等の大形の石材がみられ，前

述の屋内土壌と同様な使われ方がなされて

いたものと思われる。

この他，住居跡東壁付近の床面直上では

吉墳時代初頭の土師器類がまとまって出土

した。住居の廃絶時期もこのころに求めら

れよう。住居跡内には弥生中~後期の土器

類も出土しているが，いずれも覆土中から

で，周辺地形からみて自然流入の可能性は



否定できない。本遺跡の成立時期から考えても，築造は弥生中期以降とするのが妥当であろう。

d 2号土墳 (SK2)(第28図，図版3) 

調査区のほぼ中央に位置し，周囲には9号翠棺墓や23号聾棺墓がある。平面形は不整な楕円形を呈

す。長軸2.1m，短軸1.65m，深さ50cmを測る。逆台形状に掘り込まれ，中央付近はややくぼむ。遺

物は底面からlOcmほど上のレベルでまとまって出土した。弥生中期の須玖式土器が中心で，他に円離

や敵石等の石器類も混在する。中央から南東部にかけて大きな蝶石が数個みられたが，意識的に配置

。 。40-9 。 。、。
o? 。
〈コ
。。

。ao 
~ 。

41.3m 

主 主事金 忌宅金経平寺4 尋て戸ムエ
ょ仁上二 一一

第27図 2号住居跡実測図 (S= 1/40) 

34-

-ー-

E
円
寺

1m 

※図中の番号は

挿図番号ー遺物番号を表す

。



F「

したような形跡はない。遺物は投棄されたような状態で出土していることから，少量の骨や炭化物の

混入はあるものの，聾棺墓に伴う祭把土墳とは考えにくい。

e 3号土壌 (SK3)(第29図，国版3) 

2 号土壌に隣接して 3 号土墳がある。平面プランはほぼ円形で，直径は 2m前後。深さは20~25cm

を測り 2号土墳よりも浅い。逆台形状に掘り込まれた底面はほぼフラットになる。土横内のピット

は後から掘り込まれたものである。出土遺物は2号土墳に比べ極端に少ない。底面直上で鼓石と平石

がみられる他は，覆土中に弥生中期の土器片がみられる程度である。骨片や牙類，炭化物の出土はあ

るものの，遺構に伴うものかは不明。 2号・ 3号土壌の新旧関係は問えないが，同じような性格を有

する一連のものとして検討する必要があるかもしれない。

。
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f 4号土墳 (SK4) (第30図，図版3) 

2 号・ 3 号土壌より 14~15m南側に 4 号土壌がある。平面形は 3 号同様に円形プランで，直径は2. 4 

~2.5m を測る。深さは1O~15cmと他の土墳に比しでかなり浅く，削平の度合いによるものか判然と

しない。底面はほぼ平坦で，その直上付近から多数の礁に混在して少量の土器片が出土した。遺物の

ほとんどは弥生中期に属する。圧倒的に礁の量が多く，他とは明らかに性格の異なる不明集石遺構と

すべきか。土壌内のピットは後から掘り込まれたものである。

g 5号土墳 (SK5) (第31図，図版3) 

4 号土墳から26~27m東側に位置する。南西のピットを切って 5 号土墳が掘り込まれる。平面形は

円形を呈し，直径は2.1m，深さは35~40cmを測る。断面は凸レンズ状で，中央付近が周囲よりやや

くぼむ。この部分には大小の喋石の集中がみられ，遺物は投げ込まれたような状態で出土している。

土器は弥生中期の須玖式が中心で，敵石や円喋，骨片や炭化物も混在する。遺物の出土状況等，2号土

壊によく似ており，廃棄土墳かと思われる。

寸~可~ 。

D 

1層茶褐色土層
2層黒紫褐色土層
3層明褐色土居 竺竺士竺竺ミ一寸一 一一一一一一一一←一一一一一一

0 5Ocm-一一一一一一一一入 一豆二豆一一

第29図 3号土境実測図 (s=1/20) 
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h 土器溜り (SVl)(第32図)

2号.3号士墳と 2号住居跡の北片を結ぶラインには，地形図には表れない僅かなくぼ地が形成さ

れている。土器溜りはちょうどこの部分の中間に位宜し， 2.5mX2.1mの範囲に遺物が散見された。

台石や敵石・磨石等の石器に混在して，弥生中期の土器が出土するほか，ナイフ形石器や台形石器，

柱状片刃石斧など，明らかな流込みの遺物もみられる。台石や喋石器の出土からすると，何らかの作

業場として利用されていたことも考えられる。

不明石組ピット(第33図，図版2) 

H8区とH9区には石を組んだと思われる不明な大型ピットがそれぞれある。

L昼m

三に瓦一手達重長長唾蜜翠ZE
o 50cm 

第30図 4号土境実測図 (s=1/20) ※図中の番号は

挿図番号遺物番号を表す
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1層:茶褐色土層
"層:暗茶褐色土層
2層:淡黒灰褐色土層

/ 

、、、、、、

~ 

担五m

。 50c門1

第31図 5号土壇実測図 (S= 1/20) ※図中の番号は

挿図番号一遺物番号を表す
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H8区P6は直径が1.25mの不整円形を呈し，深さは35cmを測る。逆台形状に掘り込まれたピット

の底面はゆるく傾斜する。石はその底面に角疎の長辺を内側にして円形に配しであり，一部は二段に

積み重ねる。石で、囲った内側には直径25~35cmのスペースをっくり出す。覆土より弥生中期の土器片

や丹塗土器が出土した。柱のようなものを石で支えるような施設かと推測される。

H9区P14も直径が1.1m前後の不整円形で，三段掘りになっている。 深さは最深部で、55cmを測る。

石は二段目のピットの壁面に沿うように置かれ，その内側にはさらに直径20~30cmのピットが施され

る。上部の石も中央のピットを取り巻くように配している。覆土からは弥生中期の遺物が出土したo

H8区P6同様，柱の周りに石を詰めて固定していたかのような感がある。

H8区P6とH9区P14の中心聞の距離は2.85mを測る。ただし，これらに対応するようなピット

や施設が付近にはなく，どのような性格の遺構であるのか判然としない。

~戸斗十

く己

7
¥
持爪内

u

45-2 

血阜巴

包
報 d励 Fぷ益三ろ メ

ro干高。

。 50cm 

第32図土器溜り実測図 (S= 1/20) ※図中の番号は

挿図番号遺物番号を表す
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ii D3区P21 (第35図D3区P2 1) 

長さ83cm，幅58cmのすり鉢状をなすピットで，上部はかなり削平を受けている。覆土からは壷の底

部片と蓋の口縁部片等が出土したが，土器を埋置した形跡はうかがえなかった。

iii H 10区P5 (第35図H10区P5) 

76cmX56cmの不整方形をなすピットで，内部に石皿が据え置かれていた。石皿は2枚の平石の上に

きちんとのせられており，他に出土遺物がないことから特殊遺構と考える。

iv D 4区P1 (第35図D4区P1 ) 

車径65cm前後のほぼ円形を呈するピットである。二段掘りになっており，深さは20cmを測る。平た

い疎石と獣骨が検出され，覆土に弥生中期の丹塗土器が含まれていたことから着目した。周囲には他



一 占盟詑盤哩出控世世世怒登盟諸盟問世間蝉後税制四時W 也噌

にも直径80cm~90cmのしっかりした円形ピットが規則的に 3 基並んでおり，これらを掘立柱建物跡と

仮定するならば， 1間x1間の桁行4.0m，梁行1.8mを測る。

v E 8区P8 (第35図E8区P8) 

19号套棺墓に隣接した場所にある。ピットから浮いた状態で，弥生中期の丹塗壷胴部片と斐の口縁

部片が出土した。ただし，複数のピットが切り合い関係にあり，どの遺構に伴うものかは紛らわしい。

焼土・炭化物・骨類はみられなかったが，埋葬施設に近接することから祭記遺構と判断した。

SXl P3区 P21
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4 遺 4aJ (第36図~第54図，図版 9~図版16)
a 土器(第36図~第47図，図版 9~図版15)

警棺(第36図，第37図，図版12~図版15)

11号聾棺(第36図ST11，図版12)

下妻の胴底部に加え，口縁部片が出土している。同一個体と思われる。口縁部は大きく外反し，面

取りした端部を上下につまみ出す。特に上方にのびた端部は直立し，短い複合口縁のようになる。胴

部は明瞭な張り出しをもたないまま長胴化し，凸レンズ状の底部に至る。胴部下位には刻目を施した

コ字形突帯がl条巡り，その下方に内側から打ち欠いた穿孔を有する。霊棺の時期は底部の形状から

橋口編年のKVc期前後，弥生後期後半頃と考える。

12号室喜棺 (第36図ST12， 図版12)

下蓋の下半部のみ遣存する。 11号斐棺同様，長胴化した胴部に不安定な平底がつく。腕部のやや下

位に形骸化したM宇突帯ないし幅広の低い突帝を施す。突帯の内面には黒いタール状のものが付着し

ていた。胎土に金ウンモが目立ち，器壁もこの大きさにしては薄く仕上がる。橋口編年のKV期，弥

生後期中頃に相当するか。

13号聾棺(第36図ST13，図版12)

下蓋の口縁部を欠失するものの頚部はしまり，胴部との境に粗い刻目のついた三角突帯を巡らす。

胴部は最大径をやや上位に有し，全体形は卵形を呈す。胴部下位にも粗い刻目のコ字突帝が下向きに

施される。底部は裾部の稜がほとんど失われた凸レンズ状をなす。嗣部の特徴から後期前半の時期が

想定されようが，底部形状を考慮して後期中頃以降のものと判断する。

14号聾棺(第36図ST14，図版12)

上蓋は胴部片のみ遺存した。刻日を施したコ宇突帯が巡る。

下妻は胴上半部を欠失する。全体形はうかがい知れないが，胴部中位付近に最大径をもっ卵形をな

すものと思われる。刻目のないコ字状突帯は胴部下位に貼付される。底部は凸レンズ状を呈し，外中

央には穿孔ではなく径1.8mmほどの円形くぼみが施される。内面胴部下位~底部付近には黒いタール

状のものが付着する。胎土には金ウンモが顕著に見られる。時期は13号蓋棺と同じかやや古い，弥生

後期前半~中頃であろうか。

15号聾棺(第36図ST15，図版13)

下室は直線的に立ち上がるく字状口縁をもっO 口縁端部は面をなし，内側の稜はやや不明瞭で、ある。

嗣部は張り出し，最大径は上位にある。底部は平底で，中央には内側から穿孔が施される。弥生後期

前半に比定されよう。

16号聾棺(第36図ST16，図版13)

上蓋は破片のため，下奮のみを掲載した。口縁部を欠失するが，打ち欠きによるものか削平による

ものか判別できなかった。嗣部は丸味を帯びた卵形をなす。最大径は中~上位にあり，そのやや下に

刻目を施したコ宇状突帯が下向きにつく。上位にも別の突帯を貼付していた痕跡がうかがえた。底部
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は凸レンズ状を呈する。橋口編年のKVc期前後が考えられ，後期後半期のものであろう。

図版13)17号聾棺(第36図ST17， 

上面は平坦かやや内傾する。口縁下には鈍い三角突帯を 1条巡ら上蓋は逆L字状の口縁部をもち，

せ，胴部はあまり張らずに底部へ向かう。胴部中位付近には楕円形の穿孔がみられる。胎土に金ウン

モを含み，器壁も薄く仕上がる。

下棺は広口壷で，比較的残りは良い。鋤先状を呈する口縁部は内側への突出が小さく，肥厚した平

そのまま上方にのびて開く。なで肩の胴部は最大径が坦口縁に近い。短い口頚部はつけねで締まり，

シャープな三角突帯を 1条巡らす。赤色顔料の塗彩は口頚部内外面と胴部中位にみやや上位にあり，

られる。中期前半~中頃の時期が考えられよう。

図版13)18号聾棺(第36図ST18， 

下奮の口縁部を欠失する。胴部はあまり張らない砲弾形を呈し，底部付近でややくびれて平底の底

部がつく。底部中央には内側から楕円形の穿孔が施される。胎土には金ウンモを含む。蓋棺の時期は

中期中頃か。

図版13)19号聾棺(第37図ST19， 

上蓋はやや内傾する逆L字状口縁を有し，内側へも鋭く突出する。口縁部下は強いヨコナデで鈍い

金ウ稜がついたようにみえる。胴部はあまり張らないで平底の底部にいたる。胎土は精良なもので，

ンモの混入が目立つ。内面は丁寧なナデ調整が施される。器壁が薄く，胴部下位~底部にかけては剥

落する部分もみられた。

下棺は発達した鋤先状口縁をもっ壷で，端部はやや垂れ気味となる。口頚部はくびれを有し，車上

方向にのびた後に大きく外反する。胴部とのつけねにはシャープな三角突帯をもっO 肩球形の胴部は

しっかりとしたっくりのM字突帝を 2条巡らせる。底部付近でふたたび締まり，最大径が中位にあり，

平底の中央には内側から穿孔を行う。っくりは非常に丁寧でしっかりしており，赤色顔料は外面全体

に施されている。時期的には弥生中期中頃~後半のものであろう。

20号聾棺(第37図ST20，図版13)

下翠は口縁部を欠失し，胴部以下が残る。胴部はほとんど張り出さないですぼまる。底部付近のく

ぴれは弱く，平底ないし浅い上げ底気味の底部がつく。中期中頃~後半のものか。

図版14)21号聾棺(第37図ST21， 

そこから直線的に胴部がのびる。底蓋の胴部下半~底部である。浅い上げ底をなす底部は小さく，

部付近にくぴれはみられない。胎土は粗く，角閃石が目立つ。中期中頃のものか。

22号聾棺(第37図ST22) 

中央部に内側から打ち欠いて穿孔が施される。中平底をなす壷の底部である。厚みがあまりなく，

期中頃~後半のものかと思われる。

23号聾棺(第37図ST23，図版14)

上蓋は底部を欠く。口縁部は丸味をもって屈曲し，内面の稜は不明瞭なものとなる。胴部はやや張

← 44-
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るようである。胎土は粗く，調整は外面がハケ目，内面はナデを摘す。

中蓋も底部は打ち欠かれる。逆L字状の口縁部は内傾し，端部を丸くおさめる。口縁下には鈍い三

角突帯を巡らす。胴部はやや張る程度で，最大径はやや下がる。胴部中位にススの付着がみられ，日

常容器の転用かと思われる。

下蓋はほぼ完全に遺存する。逆L字状を呈する口縁部はほぼ平坦につくられ，肥厚した端部は丸く

おさめる。口縁部下の三角突帯は鈍いものとなる。嗣部はあまり張らず， くび、れをもたない底部にい

たる。底部は薄手の平底をなし，中央には穿孔が施される。いずれも弥生中期中頃のものと考えられ

ょう。

24号聾棺(第37図ST24，図版14)

翠の口縁部を欠く。胴部は張りが目立ち，最大径はやや下がる。底部は平底となる。中期後半頃の

ものか。

25号聾棺(第37図ST25，図版14)

上蓋は底部を削平により欠失する。口縁部は意識的に打ち欠かれるものの， く字状を呈していたと

推測され，内側に不明瞭な稜が残る。口縁部のつけね付近はやや肥厚し，形骸化した三角突帯の痕跡

かと思われる。胴部はあまり張り出す様子はない。外面は粗いハケ調整を行う。

下蓋は全体に胴部の張りが目立ち，丸味を帯びる。口縁部は屈曲してく字状をなし，端部を肥厚さ

せて跳ね上がり口縁に仕上げる。胴部との境には上向きの三角突帯を巡らす。胴部最大径は口径を上

回り，下位には内側から穿孔が施される。底部は厚手で不安定な平底をなす。全体にっくりがしっか

りしており，時期は弥生後期初め頃に求められよう。

26号聾棺(第37図ST26，図版14)

下妻の胴上半部は削平で欠失する。丸味をもった胴部は中位付近にコ字状突帯が1条巡る。胴部径

に比して底部径は小さく， しまりのない平底がつく。底部中央には内側カミら穿孔が施される。橋口編

年のKN期に相当すると思われ，弥生後期初め~前半頃に比定される。

27号聾棺(第38図ST27，図版14)

上妻は胴部下半を削平で欠き，上半部が遺存する。口縁部は丸味のあるく字状を呈し，上面は曲面

をなす。口縁部の厚さは一様で，端部は丸くおさめる。内側の稜は鈍いものとなる。胴部の張り出し

はあまりない。

下妻も屈曲するく字状口縁で，上面はやや丸味をもち，端部は肥厚する。胴部は張り出しがみられ，

最大径は上位にある。胴部下半からは急にすぼまり，脚台のついた底部にいたる。黒髪式の影響か。

胎土に金ウンモや角閃石を含む。時期的には弥生中期末~後期初め頃が考えられる。

28号聾棺(第38図ST28，図版15)

下室の胴部~底部が遺存するほか，口縁部と思われる破片も出土している。頚部のっけねで締まり，

そこから直線的に斜め上方へ聞く口縁部は，端部を欠するも鋤先状をなすと思われる。突帝は複数み

られ，頚部下位に 1条，頚部と胴部の境に 1条のコ字状突帝を付す。
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胴部はかなり丸味が強く，最大径よりやや下位に 2条のコ字状突帯を巡らす。底部はいったんすぼ

中まり，不安定な平底もしくは凸レンズ状に作り出す。胴部径に比べて底部は極端に小さく作られ，

央には内側から打ち欠いて穿孔を施す。胎土に金ウンモがかなり目立つ。橋口編年のKNb~KVb

期に相当すると思われ，弥生後期中頃のものか。

図版15)29号聾棺(第38図ST29， 

くぴれを有することなくほぼ甚線的に胸部にい

たる。底部中央には穿孔がみられた。 時期は弥生中期後半頃としておく。

下妻の底部である。平底をなす底部は薄く作られ，
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30号聾棺(第38図ST30，図版15)

やや内傾する。胴部のふく
ほぼ完全に復元できる。口縁部は逆L字状を呈し，

単棺の石蓋聾棺で，
穿孔にな

るかどうか判別し難いo 平底の底部中央は明らかに穿孔が施される o外面は全体に赤色顔料が塗彩さ

らみは強く，最大径は中位付近にある o 胴部下位には外側から打ち欠いた孔がみられるが，

器形的には糸島型祭記用土器の逆L字形口縁窒に似る o 口縁部の穿孔や突帯が全ぐみられない等，

れ，内面はススで黒く塗られていた。

ここで、は一応糸島型の祭記土器としておく。時期は須玖E式の範轄に入れて大
相違点はあるものの，

ほほ直線的に胴部へ移行する。胴部下位には

過ないと思われる。

31号聾棺(第38図ST31，図版15)

下重の胴部下半~底部である。底部は分厚い平底で，

穿孔が施される。弥生中期中頃のものか。
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32号聾棺(第38図ST32， 図版15)

上棺は壷で，胴部のみ遺存した。中位付近に最大径をもち， 1条の三角突帯を巡らす。

下聾は口縁部を欠く。上げ底をなす底部は厚みがなく， 中央に内側から穿孔が施される。底裾部は

やや外側にふんばる感じで，胴部へは外上方に大きく開いてのびる。弥生中期中頃の時期が考えられ

る。

33号聾棺(第38図ST33， 図版15)

上蓋は口縁部以外を欠失する。逆L字状をなす口縁部は端部が肥厚気味で，刻目が施される。口縁

部下には三角突帯を 2条巡らす。胴部はやや張るものと推測される。胎土に金ウンモの混入が目立つO

下棺は壷で口縁部を欠く。胴部は丸味が強く， 最大径のある中位付近にはM字突帯が施される。底

部は分厚い平底をなす。時期的には弥生中期中頃~後半が考えられる。

11 箱式石棺墓出土土器(第39図)

聾(1) 1は逆L字状をなす口縁部片である。端部はやや肥厚し，丸くおさめる。

査(2 ) 2の底部は薄手で平底をなす。いずれも覆土中からの出土で， 箱式石棺に伴うものかど

うかは微妙である。遺跡の時期から考えると，弥生中期中頃以降とするのが妥当であろう。

III 2号住居跡出土土器(第40図，第41図，図版9) 

壷(1 ~3 ， 12， 14~ 17， 23~25) 1~3 は広口壷である。 1は頚基部のくびれが強く， やや長

い口頭部が斜め上方に聞くものである。端部は内側へわず、かにふくらむ。頚基部内側の稜は甘い。 2 

はlよりも基部のくびれがやや弱い。長めの口頭部は立ち気味で， 上方へのびて開く。端部は肥厚気

味となり，面をなす。胎土は金ウンモが顕著に見られる。 3はlと同様な口縁部をもっ O 頚基部にく

ぴれを有し，長い口頚部が斜め上方へ直線的にのびる。頚基部内面の稜は鈍い。端部は内側へ肥厚気

味に小さく突出する。胴部は球形に近く， 最大径は中位にある。胴部外面は風化のため調整不明。内

面は腕部上半がヨコハケで， 下半はヘラケズリを行う。

12， 14~17は壷の口縁部である。 12は鋤先状をなす。 14は小型査か蓋の口縁部か。短かい頚音防ミら

屈曲した口縁部は，端部が上方につまみ出される。 15は口頚部の長い複合口縁壷である。屈曲部の稜

は鈍く，反転部は内湾気味にのびる。端部は面をなす。胎士に金ウンモを含む。 16も複合口縁壷であ

る。屈曲の稜は鋭角的で，反転部は直線的ないし外反気味にのびる。 17は複合口縁の反転部をさらに

外へつまみ出し，擬口縁状になす。

23~25は壷の底部である。 23は薄手の平底で，底部に若干くびれをもっ o 24・25は厚手の平底で，

底端部の稜は不明瞭となる。

聾 (4~ 11， 13， 19~22 ， 26) 4 ~11 ， 13は口縁部である。 4の口縁部は直線的に聞いて，端部

を外側につまみ出す。器壁はかなり薄い。胎土には金ウンモが顕著である。 5も直線的に聞くが， 口

縁部中位付近の器壁が肥厚気味で，端部は面をなす。内外側へのつまみ出しはごくわずかである。頚
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第39図 箱式石棺墓出土土器
(8=1/4) 

部内側の稜は鈍い。金ウンモは胎土内にかなり目立つ。 6は強く内琴しながら

のびる口縁部である。口縁部中位がやや肥厚し，端部は丸くおさめるものの，

外側へのつまみ出しは痕跡的に残る。頚部の稜はあまく， なで肩の胴部にいた

る。 7も内奇してのびる口縁部を有す。口縁部の中位付近は肥厚し，端部は外

傾する面をなすと同時に内側へもわずかにつまみ出す。胴部はなで肩となる。

嗣部外面はハケで，内面は口縁のっけねまでヘラケズリを施す。 8も7に似る。

口縁部は強く内奇するもので， 中位付近で肥厚し，端部は内外方向につまみ出

す。胴部はなで肩となり，上位に浅い段がつく。外面の調整は不明だが，内面は口縁下までヘラケズ

リを行っている。 9も口縁部は内奇気味にのびる。ただし， 中位付近に肥厚はみられない。端部は面

をなし， わずかに外側へつまみ出す。胴部はほとんど球形をなし，器壁はかなり薄くつくられる。外

面は調整不明だがナデか，内面はヘラケズリを施す。金ウンモの混在が顕著で、ある。
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第40図 2号住居跡出土土器① (8=1/4)
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端部は肥厚して丸くおさめる。内側への突出は小さい。胎土には金ウン10は逆L字状口縁をなし，

モが目立つo 11は断面が細長い三角形をなす逆L字状口縁である。口縁下には 1条の三角突帝を巡ら

やや長めの口縁が立ち上がって緩く外反する。端部は面取りされ，す。 13は丸味のあるく字状口縁で，

屈曲部内側の稜は鈍い。胴部との境に 1条の三角突帯を施す。

その上から粗い刻目を施す。胎19は胴部片である。胴部下位に鈍い三角突帯が上向きに貼付され，

土には角閃石が目立つ。

20~22 ， 26は底部である。 20は高い上げ底を， 21 ・ 22は低い上げ底をなす。 20~22は胎土に金ウン

2枚の粘土板を張り合わせてつくられる。内外面とも放射状にハケ調整モを含む。 26は尖底をなす。

尖底部分はナデを加える。を施し，

鉢 (18)

18は小型丸底鉢の胴部か。口頚部のくびれ込みは弱く，胴部は肩球形をなす。外面には赤色顔料が

施される。

口縁部はやや内奇し，士不底部との境は浅い段がつく。27は杯部で，杯部は深く，高坪 (27~30)

口縁の先端部は鋭い。シャープである。 28は脚柱部で，脚柱部の基部は太めである。口径は大きい。
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2号住居跡出土土器② (S=1/4)
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丁寧にナデ調整を行う。 29・30は脚裾部で， 29は外反気味の裾部をもち，端部は面取りされる。脚柱

部との境に円孔を有する。暗丈風のヘラケズリが放射状に施される。内面はヨコハケを行う。金ウン

モの混入が顕著で、ある。 30は直線的ないし内奇気味の裾部で，端部はしっかりとした面をなす。脚柱

部との境は内側から円孔を穿つ。内外面ともハケ調整が施される。胎土には金ウンモがかなり目立つ。

器台 (31) 受部と脚部の境を上位に有し，緩く内奇気味に屈曲する。胎土には金ウンモが顕著で

ある。

3 ・ 5 ・ 7~9 ・ 19 ・ 21 ・ 24は 2 号住居跡床面出土で，それぞれの出土地点は第27図に示した。左

記以外はすべて覆土内からの出土である。床面出土の土器は若干の幅はあるものの，柳田編年(1991)

における土師器IIb式の範惇に入ると思われ， 2号住居の廃絶時期も概ねこの頃に求められるだろう。

iv 2号土墳出土土器(第42図)

聾(1・6・9) 1は逆L字状を呈する口縁部で，垂れ気味の端部は丸くおさまる。口縁内側へ

の突出は小さい。口縁下は強いヨコナデによってくぼみ，三角突帯の貼付はみられない。胴部の張り

もほとんどない。 6・9は奮の底部である。 6は上げ底をなすもので，底部付近にくびれを有する。

9は薄手の平底で，ほとんどくびれがみられない。

壷 (2~5.7 ・ 8) 2・3は口縁部である。 2は広口壷の口縁部で，単純な素口縁をなす。頚

部のつけねが締まり，大きく外反する。頚部はあまり長くのびることはない。口縁端部は肥厚し，面

取りされる。 3も広口壷の口縁部だが，鋤先状を呈し，端部は面をなす。頚部のしまりはゆるく，直

上方向にのびて聞く。 4・5は胴部片である。 4は断面M字突帯に刻目を施す。 5は胴部中~上位に

2条のシャーフ。な三角突帝を巡らせる。 7・8は底部である。 7は上げ底をなし，底裾部は外に張り

出す感がある。 8は厚手の平底である。
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3号土壌・ 4号土噴出土土器 (S=1/4)第43図

2 ・ 3 ・ 6~9 の出土地点は第28図に示した。それ以外は覆土内から出土したものである。時期的

2号土墳の築造もその頃に比定できょう。には弥生中期前半~中頃におさまり，

3号土墳出土土器(第43図)V 

口市蒙lは断面三角形をなし，口縁部のみ3点掲載した。図示できるものが少なく，聾(l~ 3) 

5号土境出土土器 (S=1/4)

2は平坦面をもっ逆L字状で，端部は肥厚する。内外面に赤樫色の化粧土下にも三角突帯を巡らす。

3も逆L字状口帝京をなす。口縁部下にはシャープな(Slip)が施される。胎土に金ウンモが目立つ。

三角突帯を有する。胎土には金ウンモが顕著にみられる。

3号2 . 3は須玖I式に相当する。いずれも覆土からの出土であるが，

土墳の時期は弥生中期前半頃としておきたい。

lは城ノ越式になろうが，
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第45図土器溜り出土土器 (8=1/4)

vi 4号土墳出土土器(第43図)

聾 (4~7) 4~7 は口縁部である。 4 は未発達な逆L宇状口縁を呈す。内側への突出はなく，

胴部も張らない。 5・6は断面三角形の口縁部である。城ノ越式になるか。 7は須玖式の逆L字状口

縁である。内側に小さく突出をみせる。

壷 (8・9) 8・9は壷の口縁部で，ラッパ状に聞いた口縁の端部は上下につまみ出され，刻日

が施される。 10・11は底部か。 10は底径が小さく，やや上げ底状になる。

4・7・8は覆土からの出土であるが，それ以外の出土地点については第30図に示した。城ノ越式

かと思われる土器はあるものの，遺構の中心時期は弥生中期前半頃と考えた方がよさそうである。

vii 5号土墳出土土器(第44図)

聾(l ~6) 1~4 は口縁部である。 1 はやや内傾する逆 L字状口縁をなす。端部は肥厚して丸

くおさめ，内側への突出は小さい。口縁部下にシャープな三角突帯を巡らす。胴部はあまり張り出さ

ない。 2も口縁部が逆L字状をなす。口縁部下は強いヨコナデで稜がつき，三角突帯にはならない。

胴部の張りは弱い。 3は断面三角形をなす口縁部である。 4も逆L字状を呈する口縁部で，平坦面は

? T 
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第46図 その他の遺構出土土器 (8=1/4)
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内奇気味になる。端部は丸くおさまり，内側へわず、かに突出する。胴部の張り出しはほとんどない。

6は厚手の底部5は分厚い上げ底をなすもので，底部のくびれは明瞭につく。5・6は底部である。

やや上げ底状をなす。くぴれは弱い。で，

それ以外の出土地点は第31図に記したとおりである。概ね須玖I式に3だけが覆土からの出土で，

比定されそうで，弥生中期前半頃のものであろう。

土器溜り出土土器(第45図)羽H

1・2は断面三角形をなすが，須玖I式の古段階と考えら1~4 は口縁部である。聾(1 ~ 8) 

1の口縁部内面には赤色顔料が施される。れる。口縁部下に突帯はなく，胴部はやや張るようである。

3は屈折部の稜が甘く，胴部がやや張るもの3・4は屈曲口f誌をもっ O胎土には金ウンモが目立つ。

4は丸味をもって屈折し，胴部があまり張らないものである。 4は胎土に金ウンモの混入が著しで，

5~8 は底部である。いずれも上げ底をなし，底部の厚みとくびれの度合いにより順に並べた。¥ρo 

8は胎土に金ウンモや角閃石が顕著に見られる。

9は凹レンズ状の浅い上げ底をなす。内底面は棒状の工具で突いたような痕跡がみられ壷(9 ) 

た。胎士に金ウンモがかなり含まれる。

それ以外の出土地点については第32図に示した。すべて須玖I式古段階

の範醇に入ると思われ，弥生中期前半頃として大過ないだろう。

5のみ覆土からの出土で，

その他の遺構出土土器(第46図)1X 

lは広口壷の口縁部であろう。口頚部が短く，(H 8区P6)出土土器(1・2) 不明石組ピット

2は蓋の底部で，薄手の平底をなす。

手川¥17 
直線的に立ち上がった後に短く外反する。端部は丸くおさめる。
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その他の土器 (8=1/4)
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中期中頃~後半のものか。

D4区P1出土土器(3・4) 3は複合口縁壷の口縁部で，反転部が内奇気味のカーブを描く 0

4は妻の底部である。薄手の平底をなす。時期幅があり，どれが遺構に付随するものか不明。

E 8区P8出土土器(5・6) 5は逆L字状をなす口縁部である。端部は厚く，垂れ気味となる。

内側への突出は短い。 6は壷の胴部片である。口縁部と底部を欠くが，意識的なものかは不明。肩球

形の胴部中央とやや上位にシャープなM字突帯を 2条巡らす。外面は全面に赤色顔料を塗彩している。

6の土器から須玖E式古段階の中期後半頃と考えたい。

x その他の土器(第47図)

聾(1・7) 1は口縁部である。緩やかに外奇する如意形口縁の端部は面取りされ，刻日は施さ

ない。口縁下には2条の沈線を巡らす。胴部の張りはほとんどみられない。板付E式の新段階になる

か。 H9区P38出土。 7は胴部片である。右上がりの粗いタタキ目を有する。庄内系の影響か。表採

資料である。

高野(2・3) 2は杯部である。口縁部は端部を欠くものの内傾する鋤先状をなし，シャープな

っくりである。内面には赤色顔料を塗布する。胎土は金ウンモの混入が顕著である。須玖式段階のも

のである。 17区P1出土。 3も杯部で，杯部上半はあまり奇曲せずに長大化し，杯部下半はやや内

奇気味になる。杯部下半との境には浅い段がつく。弥生時代終末期に比定される。 F8区P52出土。

壷 (4~6) 4 ・5は袋状口縁壷の口縁部である。 4は丸味のある袋状口縁部をなし，頚部がす

ぼまるもので，中位には鈍いM字状突帯が巡る。表採資料である。 5は袋状口縁部があまり発達しな

いもので，口縁下に 1条の三角突帯をもっ O 石橋分類のB類壷か。内外面とも赤色顔料が施される。

E6区P11出土。 4・5は中期後半の資料である。 6は複合口縁壷で，口縁部は逆く字状をなし，反

転部は内奇気味のカーブを描く。口縁端部のつまみ出しは強く，擬口縁状になる。弥生終末期に位置

づけられる。表採資料。

須恵器 (8~10) 8は杯蓋で，天井部は高いほうで，体部中位に沈椋を巡らす。口縁端部は鋭く，

内側は面をなす。 9は士不身で，たちあがりは比較的長く，端部は段がつかないで内側に面をなす。小

田編年のillA期に相当しよう。 10は端部内面に自然柚が付着しないことから脚部と判断したが，形状

不明。いずれも表採資料である。

黒色土器 (11) 黒色土器A類の杯高台部である。表採資料。

白磁 (12) 白磁椀E類の高台部で，外面は直に，内面は斜めに削り出す。内面見込には段がつか

ない。表採資料。

朝鮮製無紬陶器 (13) 13は口縁端部が直立する二重口縁壷になるか。表採資料である。

縄文土器 (14) 縄文早期の繊維土器底部である。器壁は厚く，焼成はもろい。色調は黒灰色を呈

す。 F7区P4出土。
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第48図 2号住居跡出土石器 (1~ 6はS=1/6，7~9 は S=1/3)
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b 石器(第48図~第51図，図版16)

2号住居跡出土石器(第48図，図版16)

2号住居跡より石皿・台石・磨石・砥石・扇平打製石斧などが一括出土している。石皿は台石と併

用されたものが多く，中央部に敵打痕が認められる。砥石については3の硬質のものと， 6の軟質砂

岩のものとが出土しており 鉄器等の粗研ぎと仕上げがこの場で行われたのであろう。台石・石皿と

対になると思われる 7の凹石，8の磨石が各l点ずつ出土している。 9の扇平打製石斧の出土は，筆者

の知るところでは，時期的に県内で下限の扇平打製石斧の資料と思われる。 2号住居跡は布留段階の

土器が出土しており，この期の住居跡として捉えられ，弥生時代の系譜が石器からも窺われる。

。 20cm 

ii 30号室棺墓石蓋(第49図，図版16)

童棺墓の石蓋として石皿が転用されている。ただ単な

る転用というより，石皿そのものが生活の中で重要な役

割を果たしていたことの現れではなかろうか。

III 土器溜り出土石器(第50図)

30号蓋桔に石皿が転用されていたように，本遺跡から

は多くの石皿・台石が出土している。

lV その他の石器(第51図)

大形の石斧・石剣・石鎌・柱状片刃石斧・紡錘車等が

出土している。 3の石剣(図面として90度回転させなけ

ればならない)は厚さ 6rnmと薄身である。 4の石鎌と同

様に頁岩を使用しているが表面の剥落がはげしい。今回

の調査では，石庖丁の出土はなかったが，鉄鎌・石鎌の

出土から，離島地域といえども農耕と無縁で、は無かった

ことの証左となろう。

第49図 30号聾棺石蓋 (8=1/6)

し一一一ユ。 20cm 0 

第50図 土器溜り出土石器 (8=1/6)

58-

10cm 



，..← 

。 20cm 

Cコ 8

6 

D 
わcm く二二〉 9 

仁〉

第51図 H 10区P5出土石器 (S=1/6)およびその他の石器 (S巴 1/2) 
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3cm 

第52図 E 7区P267出土銅鉱
(8=1/1) 

ー- 1 

一-顎F

c その他の遺物(第52図~第54図，図版16)

i 金属器(第52図，第53図，図版16)

銅鉱(第52図) 有茎の柳葉散で，全体に腐食を受けており，鋒・

逆刺・茎の一部をそれぞれ欠く。身の断面形は菱形をなし，片面のみ

鏑がうかがえた。色調は灰青色を呈す。付着物はみられなかった。現

存長3.9cm，現存幅0.9cm，現存厚0.5cmを測る。 E7区P267出土。

鉄鎌(第53図) 1 ~ 3は折損したり鏡化して明確ではないが，鉄鎌

とした。 1の刃部はやや湾曲するか。幅3.6ω1，厚さ0.7cm前後を測る o

B5区P1出土。 2は鎌の先端部かと思われ，刃部は直椋的である。

G主立フ

包込

第53図出土鉄器 (8=1/2)

。

m山
川
凶

@ 

日
2 。
3cm 

第54図 25号聾棺墓出土管玉
(8=1/1) 

藷原宏行 1991 

武末純一 1987 

田崎博之 1985 

橋口達也 1979 

柳田康雄 1982 

1987 

1991 

幅2.8cm，厚さ0.6cm前後を測る。 E6区P14出土。 3は

直線的な刃部をもち，端部を 1cmほど折り返す手鎌であ

ろう。幅2.2cm，厚さは 1mm前後か。 2号住屠跡出土。

3 

11 玉類(第54図，図版16)

管玉(第54図) 25号事棺の人骨取り上げ後，長崎大

学医学部の分部哲秋氏によって骨に混在する管玉2点が

検出された。長さは 6~ 8 mm，径は 3mm前後を測り，色

調は灰縁色を呈す。蓋棺の時期からすると，弥生後期初

め頃のものと考えられよう。
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石橋新次 1992 I糸島型祭記用土器の成立とその意義J日じ部九州の古代史J
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井上裕弘 1991 I北部九州における古墳出現期前後の土器群とその背景Jr古
丈化論叢j児11¥鳥隆人先生喜寿記念論集児嶋隆人先生喜寿

記念事業会

「古墳時代初頭前後の土器編年 佐賀平野の場合一Jr佐賀県立博物館・美術館調査研究
書』第16集佐賀県立博物館・美術館

「九州地方の弥生土器，須玖式土器Jr弥生文化の研究j4 雄山閤出版
「須玖式土器の再検討Jr史淵』第122号 九州大学文学部
「歪棺の編年的研究Jr九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告jXXXI 福岡県教育
委員会
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1 墓制について

本県を中心とした西北九州地域の弥生時代墓制については宮崎貴夫氏の論考がある(宮崎1995)。

その中で県北・玄海灘地域の最も一般的な墳墓形態としてあげられているのが箱式石棺墓である。平

戸市根獅子遺跡や松浦市栢ノ木遺跡，佐世保市宮の本遺跡など県北の主要遺跡では全体の 3 分の 1~

半数が箱式石棺墓で占められ，蓋棺・壷棺の割合は少ない。

本遺跡では事棺墓33基，箱式石棺墓l基，石蓋土墳墓l基，土墳墓?1基が確認され，圧倒的に蓋

棺の占める割合が高い。これは五島列島北部の宇久町松原遺跡や有川町浜郷遺跡と同様に，北部九州

系の聾棺墓園に属していることを示している。しかしながら，宮崎も指摘するようにこの地域では北

部九州系の事棺(註 1)は少なく，日常用の壷を転用した壷棺である場合が多い。

また，一般的傾向として直立に埋置される単式棺が多いともいわれている。確かに本遺跡でも中期

中頃~後半に属するものには壷を用いる例が半数を越えている(表1)。埋置角度についてはかなり

ばらつきがあり，主軸方位についても北~西方向と北東~東方向に大別できるだけで，時期的な差異

は窺えない(第55図)。壷棺以外でも直立埋置に近いものはあり，確実に単式棺と判断されたのは石

蓋をもっ30号蓋棺墓しかない。以上のようなことを考えると，本遺跡は翠棺墓を主体とするとはいえ，

いわゆる北部九州系の聾棺の様相とは色合いが異なっていることがわかり，宮崎氏の指摘する内容が

看取できる。 25号 .26号蓋棺の出土人骨はそれぞれ1歳前後と 5歳頃の幼児ものであることが判明し

ているが，これら事棺の法量(註2)から見ても被葬者は小児に限定されていると考えて良いのでは

lJL 番遺構号 ト空ナ移下 構造 主軸方位 角埋度置 打欠 穿孔 人骨 副葬品 時期(弥生時代) 備 考

8Tl |護 宝豆 N 59' W 39' 底部 管玉4 中期後半 上号室口縁部に赤化粧粘土

第12図 8T2 壷 壷 覆口式 N 5O'W 48。 小玉60 後期中頃 上壷に赤色顔料

第12図 8T3 饗 N 62' W 56' 胴部 後期中頃
第12図 8T4 壷 N 98' W 61' 後期間半
第12図 8T5 警 察 N123' W 51' 中期中頃
第12図 8T6 警 饗 合口式 N 5' E 60。 中期中頃 下号車口縁部に赤色顔料

第12図 8T7 壷 N 51'羽f 34' 鉄ま11/ 中期後半
下塗網部に赤赤色顔色化顔料粧料占土-

第13図 ST8 饗 饗 覆口式 N 25' W 30' 口縁部 胴部 。 中期後半
上奏口縁部に

下壷に赤
13図 8T9 饗 蚤 N123' W 51。 口縁部 底部

理器室
一連牽棺

13図 8 T10 号車 N 56' W 63' 底部
36図 8T11 饗 N 45' E 32' 胴部
36図 8 T12 婆 N 75' E 51' 後期中頃
36図 8 T13 窪 N131' E 36' 

謹:
36図 8 T14 雪量 号室 N 93' E 67。

36図 8 T15 翠 N 92' E 44' 胴部

36図 S T16 号室 護 覆口式 N128' E 21' 口縁部
36図 8 T17 婆 壷 覆口式 N 8' W 21' 口縁部 下壷に赤色顔料
36図 8 T18 饗 N 42' W 78。 底部 中期中頃
37図 8 T19 霊童 軍 N 66' E 73' 口頚部 底部 中期中頃~後半 下壷に赤色顔料

37図 8 T20 饗 N 61' E 40' 中期中頃~後半 石支え? 配石?

37図 8 T21 葱 N 87' E 6' 中期中頃
37図 8 T22 壷 N 36' W 底部 中期中頃~後半
第37図 8 T23 窪 号室 合口式 N 84' E 23' 底部 中期中須 一連警棺石支え

37図 8 T24 饗 N 82' W 60' 中期後半
37凶 8 T25 窪 奮 N 52' W 53。 口i縁部 目岡部 。管玉2 後期初め
37図 8 T26 葱 N 6'羽7 41' 底部 。 後期初め~前半
38図 8 T27 窪 饗 N 51' E 59' 中期末~後期初め
38図 8 T28 餐 N120' E 35。 底部 後期中頃
38図 8 T29 蓬 N160' W 40' 底部 中期後半
38図 8 T30 窪 N 68' W 63' 底部 中期後半 石蓋単棺赤色顔料あり

38図 8 T31 饗 N 76' W 51' 胸部 中期中頃
38図 8 T32 壷 警 N 25' W 73' 底部 中期中頃

第38匿 8 T33 霊童 壷 N128' E 5' 中期中頃~後半

表1 聾棺墓一覧表
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ないだろうか。時期的には弥生中期中頃~後期後半まであり，ピークは中期中頃と後期中頃にある。

本遺跡の埋葬の特徴として，2つの墓が並置される傾向が窺える。これについては宇久松原遺跡でも

同様の事例(註3)がある。遺跡の立地環境の相違もあり，同一の視点で論じられないため，今後事

例の増加を待って検討を行いたい。

また，本遺跡の埋葬施設では近接して埋置されているにもかかわらず，お互いの切り合い関係が全

くみられなかった。埋葬に際して，地表に何らかの標式があったものと想定される。

2 副葬品について

7号聾棺墓から出土した鉄釧は中部地方から関東地方での出土例が多いことで知られている。県内

では対馬美津島町白蓮江第2遺跡(小田ほか1974)の石棺と五島有川町浜郷遺跡(鏡山ほか1964)が

あり，九州では佐賀県東脊振村三津永田遺跡(金関ほか1961)の採集品等の出土が知られるものの，

総じて九州での出土例は極端に少ない。弥生後期の墓の副葬品として出土しているものがほとんどで

あるが，本遺跡の場合は壷棺の特徴などから弥生中期後半に比定される。型式的には牛山英昭氏のい

う「円環型鉄釧J(註4)に属し，前述の 3遺跡も同様のタイプになる。

五島列島から北部九州一帯は貝輪装着例の報告が顕著であり，特にイモガイ・ゴホウラといった南

海産の巻貝を用いた貝輪は，青銅で模した銅釧として新たな発展を遂げることはよく知られている。

そのなかでも「帯状円環型銅釧」はイモガイを横方向で輪切りにした貝輪に祖形を求められるとされ

(註5)，本例の鉄釧も同形態をなすことから，川越哲志氏は「イモガイ横切り貝輪の材質転換型J(川

越1993)と述べている。さらに着装者についても女性であったことが想定されている。

「帯状円環型銅事IIJが中部・関東地方に偏在することについて井上洋一氏は「縄文的色彩の濃い風

~ ~ N 
4 切
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国
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古
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警棺主軸方位

ST21 
ST38 

因。
奮棺埋置角度

第55図聾棺墓主軸方位，埋置角度

62 



ずー

土だけに，縄文時代からの習俗，つまり二枚貝などを用いた貝輪をこの地方独自の形に変化させた可

能性も考えてみなければならない。Jとし， I長野・群馬などにみられる同様の形態を示す鉄釧との相

関関係についても十分考慮していかねばなるまい。」と結んでいる(井上1989)。

実際，このタイプの鉄釧が出土する五島~対馬一帯の弥生時代貝輪の原材料としてはベンケイガイ

・サルボウ・タマキガイといった二枚貝が最も多い。縄文的生活様式を残すのは西北九州島l腕部の特

徴でもあり，東日本との共通項といえないことはない。安易に両地域を結びつけることには慎重にな

らざるを得ないが，入手困難な南海産大型巻貝に対して，近海で比較的容易に採集できる貝を祖形と

して採用した可能性については今後の課題として残るであろう。南海産の貝類がもたらされなかった

本遺跡は西北九州地域においても主流とはなりえず，交易ネットワークの拠点的位置を占めることが

できなかったことを示唆しているように思われる。

25号 .26号蓋棺墓からはイノシシ類の臼歯が出土している。どちらも上蓋を削平されているので混

入の可能性は否定できないが，蓋棺内の土をふるいにかけたところ確認できた。イノシシを副葬する

例としては有川町浜郷遺跡(註6)と福江市大浜遺跡などが知られており，イノシシの下顎骨や尺骨

が貝輪やアワビなどとともに副葬されている。

本遺跡の場合も五島列島と同じような慣習に従ったものであろうか。西本豊弘氏は本稿の中で「中

国では，新石器時代から漢代に至るまで，ブタの頭骨が墓に副葬されることがよく知られている。」

とし，習俗の起源が大陸にあることを示唆している。興味深い説であり，今後は注意深く類例を探つ

ていきたい。

3 祭最E土墳について

I号土墳については直径2mほどの円形土墳から多数の礁に混在して土器や石器などの遺物と獣骨

片が出土した。炭化物や被熱した疎もあり，何らかの祭記行為が行われたものと推定されている。土

墳の主体をなすのはアシカ(註7)で，石器類によって解体(註8)された雄の亜成獣の骨が中央~

南半分に集められている。クジラ類は南隅，イノシシは北西側，シカは北側に集中する。

アシカの骨が出土した範囲には礁の集中もみられ，両者の分布は重なりあっていたことがうかがえ

る。多数の土器片や被熱した喋も同様の出土状態をみせる。イノシシの周囲にも礁の集中がみられた

が，規模は径70cmほどとかなり小さい。祭記行為で使用された土器は疎とともに獣類を覆うよう廃棄

されたと考えることができょう。

県内の祭杷遺構としては大村市富の原遺跡(稲富1987)，諌早市林ノ辻遺跡(秀島1983)の例があ

げられる。長畑馬場遺跡の場合，丹塗り土器や高杯といった祭記を連想、させる遺物が特段に多いわけ

ではなく，1号土墳ではおぴただしい量の獣骨と破砕された日常土器・礁が重なり合って出土する。ど

のような祭把行為が行われたかは知る由もないが，ここでは丹塗土器が一片もみられないことから，

丹塗土器を使用する前段階の祭把と考えた方が妥当かもしれない。
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4 遺構の時期的変遷について(第56図)

本遺跡の遺構は弥生中期中頃を中心に古墳時代初頭まで継続していたことが判明している。まず中

期中頃に調査区の中央付近で住居跡・土墳とともに聾棺墓が形成される。やがて周囲に拡散しはじめ，

後期にはいると台地の最頂部周辺に墓域が設けられる。また，それとは別の小規模な墓地が点在する

ようになる。住居は墓域とはやや離れた場所に形成されるが，土墳は伴わない。

中期段階では居住区と墓域を区別しないで営まれている。後期以昨になると墓域と居住区は一応区

分けされているかのような印象を受ける。ただ，住居跡はそれぞれ l軒ずつで，集落と呼べるほどの

ものではない。住環境が恵まれているとはいえない土地柄であるためか，典型的な散村形態を示して

いる。土墳も後期のものは見られず，もっぱら中期の祭杷行為や廃棄行為のためだけに形成されたか

のようである。中期後半以降になって糸島型の祭記土器が流入するにつれ，伝統的祭記行為からの脱

却が図られたものであろうか。副葬品を持つ蓋棺が見られるのもこの頃からである。

小田富士雄氏や正林護氏が早くから指摘しているように，五島列島と西北九州地域では専ら弥生中

期後葉~後期初頭頃に遺跡数が激減する傾向がみられる(註9)。ところが本遺跡をはじめとして，

小値賀町神ノ崎遺跡や平戸市度島中学校遺跡・大島村大根坂遺跡では様相をやや異にする。弥生中期

の小海進による海水面の上昇で、海浜部の遺跡は影響を被ることになったかもしれないが，もとより台

地上に営まれていた本遺跡などは宮崎氏のいう「正の要因J(宮崎1995) として働いた事例といえる
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だろう。その結果，海への比重がこれまで以上に高まり，海へ目を向けさせる契機となったとも考え

られる。

5 遺物について

(1)古式土師器について

古式土師器については近年における古門雅高氏の積極的な研究がある(古門1997・2000)。本遺跡

でも 2号住居跡から良好な資料が得られ，表採ではあるが粗いタタキ日を残す蓋の胴部片も出土して

いる。庄内系土器の影響下に成立した在地系棄といえ特筆できる。本県では庄内系二重口縁壷はある

ものの明確な庄内系蓋は確認されていない(古門1997)。本例はタタキが細筋ではないものの，庄内

系の要素はうかがえる資料として貴重である。

本来なら本遺跡の2号住居跡出土土師器についても検討を加え，県内での編年的位置づけを行うべ

きであるが，原の辻遺跡の継続的な発掘調査により古式土師器の資料が増えつつあり，ある程度出揃

った段階で改めて論考をおこしたい。

(2)石鎌・鉄鎌について

本遺跡では直接的に漁携をうかがわせる遺物はみられないものの，農耕具の類は比較的多い。収穫

具としては石庖丁が全くみられず，石鎌や鉄鎌がある。

2号住居跡からは手鎌が出土する。手鎌の分布は北部九州に限られているようで，時期も庄内式併

行期前後と限定されている(寺沢1985)0 2号住居跡出土はまさにこれまでの事例と適合するものと

いえるだろう。鉄鎌は松井和幸氏の型式分類に従えばIIa小型曲刃鎌になろうか(松井1985)。稲の

根刈り用ではなく，穂首刈り用として用いられたとされている。出現の時期は後期後半から終末頃に

考えられているが，本遺跡資料もその頃に比定して大過ないであろう。本県では対馬峰町木坂遺跡，

壱岐原の辻遺跡・カラカミ遺跡，本土部の森山町西ノ角遺跡で出土が知られ (J11越2000)，いずれも

重 1800以上

量 17∞一1799
g 1600-1699 

1500-1599 

1400-1499 

1300-1399 

1200-1299 

1100-1199 

1000-1099 

900-9日9

800-899 

700-799 

600-699 

5C日-5日9

400-499 

300-399 

200-299 

100-199 

0-99 

7 

ーiil 

0.0% 2.0% 

~I I I I 

i j !?i I I I 
4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 

表2 磯石器重量別分布表
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後期後半~終末に比定されている。

石鎌はその8割以上が玄海灘沿岸から響灘沿岸地域に分布するといわれる。本遺跡の資料は磨製

内湾刃 薄手のもので，水島稔夫氏の分類で、は I類bになる(水島1985)。用途としては「石庖丁(摘

鎌)と補完しあうものjであろうとされる。 1類の石鎌は中期後半~後期にかけて鉄鎌にとってかわ

るとされ，当遺跡では石鎌から鉄鎌・手鎌への変遷がみてとれることになる。

石器では上記のほかに，生産工具としての砥石や台石・紡錘車，狩猟採集具として石散や石剣，耕

作具としての石斧等，ほとんどが揃っている。なかでも顕著なのが調理具の敵石・磨石の類で，数量

的には他を圧倒するほどである。これら蝶石器については重量別分布表(表2)を掲載したので参照

されたい。重量1700g以上のものは石皿であるが， H10区p5のように据え置かれるようにして出土

した事例もある。本来調理加工具であるはずのものの出土状態としては不可解なところがあり，実用

的用途とは別の，例えば祭杷的な利用を考えたほうがよいのであろうか(註10)。現在の筆者では力

不足で論じ得ない。

6 まとめ

本遺跡のある大島村は壱岐とは一衣帯水の地であり 盛衰をほぼ共にする状況が各所にうかがえる。

また，平戸や生月，北松浦や東松浦の半島は交易ルート上にあり，五島列島や対馬を含め同じネット

ワークで結ぼれた集団であったかと推測される。

特に弥生中期後半以降は「糸島型祭記用土器J(石橋1992) を採用するにいたり，壱岐を介して伊

都国の影響下におかれたであろうことは，各種の出土遺物が雄弁に物語る(註11)。斐棺墓制の採用

や金属器・古式土師器等の流入は，それまでのマージナルな立場からの脱皮を迫り，より政治的な関

係へと移行をうながすものではなかったかと思えてならない。西北九州島興部の遺跡のあり方は，政

治再編の動きが地方に伝播してゆく有り様を垣間見ることのできる格好の材料なのかもしれない。

番号 色 調 径(阻) 長さ(凹) 孔径(凹) 重さ (g)

STl-1 g12(grayish green) 5. 50 15.37 2.24 0.74 

2 ST1-2 g16(grayish greenish b1ue)のやや暗め 5.09 20.79 2.87 0.80 

3 STl-3 g12(grayish green) 5. 19 15.89 2.26 0.71 

4 STl-4 g12(grayish green) 4.67 12.62 2.34 0.44 

5 ST25一大 g14(grayish b1ue green) 3.68 7.83 2.42 O. 15 

6 ST25-小 g12(graYish green) 3.60 6.40 2.22 O. 12 

【註】色調は新配色カード 175a (財団法人日本色彩研究所監修)による。

表3 管玉計測表
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{註]

註 1 ここでいう北部九州系の蓋棺とは日常用の蓋の転用品等ではなく，成人棺として利用できるような専

用の大形蓋棺を意味する。

註2 25号・ 26号聾棺は本遺跡出土の中では比較的大振りの部類に属すると思われるが，それでも小児棺と

して用いられていることは，成人の埋葬は別の墓制が採用されていたことの証左であろう。本遺跡の場

合，小児用の埋葬地として利用されたものと解釈される。

註3 宇久松原遺跡(宮崎1983)では「小児カメ棺を埋置する際出土した骨をカメに入れ並置したものであ

ろう。」と報告され， 1埋葬する際に以前の人骨をカメに納めたり石棺に集骨した結果であると思われ

る。Jとされている。砂地での埋葬の場合は人骨が遺存しやすいために前述のような報告がなされたと

思われるが，当地は玄武岩風化層を地山とする溶岩台地で，人骨が残りにくい条件下にある。

註4 牛山英昭 1998 14.七社神社前遺跡出土の鉄釧Jr七社神社前遺跡IIj北区埋蔵文化財調査報告書第
24集東京都北区教育委員会

註5 小田富士雄 1974 1日本で生まれた青銅器Jr古代史発掘j5 講談社
註6 浜郷遺跡(小田1970)の報告では「棺の近くや被葬者の埋葬位置上層部にイノシシの顎骨があたかも

散布したかのような状態で発見され， しかもそれが下顎骨に限られているところから，これが人為的な

埋葬習俗であることが知られたのである。Jと記している。

註7 県内でアシカの骨が出土した事例では，対馬峰町佐賀貝塚(正林1989)，福江市大浜遺跡(酒詰1964)， 

富江町宮下遺跡(JlI道1998)の3遺跡があり，このうち大浜遺跡以外は縄文時代の遺跡である。ニホン

アシカは現在絶滅種とされているものの，かつては日本列島近海に生息していたようで，対馬や五島列

島は大型海獣類の回遊路になっていたといわれている(宮路1998)。アシカもクジラやイルカ等のよう

に積極的に捕獲されていたかどうかは定かではないが，対馬海流沿いの生活環境は共通する部分が多い

ことを改めて感じさせる貴重な資料といえる。

註8 アシカの解体痕に複数条の傷がみられたことから，西本豊弘氏とともに長畑馬場遺跡の動物遺体の同

定を行っていただいた鵜沢和宏氏は，鋭利な金属器ではなく打製石器のような利器を用いたのではない

かと指摘された。

註9 小田富士雄 1983 1西北九州Jr三世紀の考古学J下巻 学生杜
正林護 1980 1殿寺遺跡Jr長崎県埋蔵文化財調査集報illj長崎県丈化財調査報告書ー第50集 長崎県

教育委員会

註10 安達厚三 1983 1石皿Jr縄文文化の研究j7 雄山閤
この中で安達氏は「石皿は，このような実用的用途のほかに，祭杷的用途にも使われたようである。

(中略)石皿にもこうした側面があったことは否定できないものと思われるoJとし，出土状況の検討

の必要性を述べている。縄文時代の石器と同列には比較できないであろうが，可能性のーっとして提起

しておきたい。

註11 例えば，本遺跡出土の銅鉱は原の辻遺跡から大量に出土しているものと同じ有茎柳葉銑で，供給先は

まさに壱岐であったろうと考える。
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咽 自然科学分析

長崎県大島村長畑馬場遺跡出土の弥生時代人骨

佐伯和信*・分部哲秋*・長島聖司*

はじめに

長崎県北松浦郡大島村戸田長畑に所在する長畑馬場遺跡の発掘調査が中山間事業に伴って平成10年

(1998年) 9月28日から10月30日までと平成11年 (1999年) 6月28日から10月1日までの2カ年に渡

って行われ，平成11年の調査の結果，弥生時代中期から後期に属すると考えられる土墳墓と蓋棺墓か

ら人骨が3体(成人1体，未成人2体)検出された。

離島を含む長崎県の海岸部を中心とした地域(西北九州地域)からは，長崎市の深堀遺跡，五島列

島の浜郷遺跡など弥生時代の人骨が比較的多く出土している。これらをまとめた内藤1，2)は「この地

域の弥生人は低顔・低身長を形態的特徴とし，生活基盤を狩猟・採集に依存していたと考えられるこ

となどから，縄文人の継続であり新しい種族の影響を受けたとは考えにくい」とし，渡来者の影響を

受けていると考えられる佐賀県三津永田遺跡3)や山口県土井ケ浜遺跡4)の人骨に代表される北部九州・

山口地域の高顔・高身長の弥生人骨と区分して，西北九州の弥生人骨として一地方型を設定した。

本遺跡は，地域的には西北九州地域に位置しており，西北九州弥生人骨の追加例ということになる

が，今後の形質人類学上の基礎資料とするため，観察や計測の結果を記載しておきたい。

資料および方法

長畑馬場遺跡は図 1に示すように的山大島の西側で、的山湾に面する標高約40rnの丘に位置している。

今回の発掘調査で 1基の土墳墓と33基の蓋棺墓が検出され，そのうち土墳墓から成人骨が，蓋棺墓2

基から幼児2体の人骨が出土している。これら人骨について，性別および年齢を推定した結果を表l

に示す。

表1 出土人骨一覧

人骨番号 性別 年齢 墓制 備考

SX-l 女性 成人 土壌墓 仰臥屈葬

S T-25 約l歳 蓋棺墓

S T-26 約5歳 蓋棺墓

各人骨の計測は主として Martin-Saller5)に従って行ったが，腔骨の横径については， Vallois6)の方法

で計測した。幼児の年齢については歯の形成状態九四肢骨の大きさから推定した。

人骨所見

sxー 1 (成人女性)

埋葬姿勢は頭位が北西で上肢，下肢ともに屈曲した仰臥である。供伴遺物は特にないが，現在もこ

の地域の埋葬風習として残る「まさご石」を供していた。人骨は全身的に遺存しているが，骨質がも

*長崎大学医学部解剖学第二教室
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S X-l (成人女性)

図1 遺跡の位置

4当叫がぬ働
(7(9吋 v 吋

図2 人骨の残存部位(アミかけ部)
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ろく取り上げ後，同定できた骨部位は図2に示す寛骨，大腿骨，腔骨および排骨に限られた。頭蓋は

頭頂骨を中心とした頭蓋冠の破片がかなり残存しているが，小さい破片が多く接合するのは困難で，

復元できなかった。頭蓋の形態的特徴を知ることはできないが，頭蓋の骨壁は比較的薄く女性的な印

象を受ける。

寛骨は両側ともに耳状面から大坐骨切痕にかけての部位が残存している。大坐骨切痕の角度は大き

く，女性の特徴を示している。大腿骨は，右側はほぼ全長が残存し，左側は上部のみが残存している。

骨頭は小さく，骨体は細い。骨体後部の粗棋の発育は悪く滑らかな稜線状である。計測値は骨体中央

矢状径が23阻，骨体中央横径が23rnm，骨体中央周が72rnmで，計測値からも細いことがうかがえる。残

存部から推定した大腿骨の最大長は約410皿で，これより推定した身長値は152cmを超えることから，

本人骨は当時の女性としてはやや高身長であったと思われる。腔骨は右側の骨体部分と左側の下端が

残存している。大腿骨と同様に骨体は細く，骨体後面のヒラメ筋線の発育も悪い。計測値は，中央最

大径が24mm，中央横径が17rnm，骨体周が66阻でかなり帝国い。排骨も右側骨体の大部分と左側の下端が

残存している。大腿骨，腔骨と同様に細い骨体である。

表2 大腿骨および腔骨主要計測値比較表(女性，右側， mm) 

大腿骨 6 

7 

8 

6/7 

腔 骨 8 

9 

エo

9/8 

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体中央断面示数

中央最大径

中央横径

骨体周

中央断面示数

長畑馬場

S X-1 

23 

23 

72 

100.0 

24 

17 

66 

70.8 

宇久松原土墳墓

N M 

2 24.5 

2 24.0 

2 75.5 

2 102.1 

2 25.5 

2 18.5 

2 70.5 

2 73.0 

宮の本

N M 

12 23.7 

12 24.3 

10 75.4 

12 97.3 

9 26.3 

9 18.8 

9 71.4 

9.0 71. 5 

大友

N M 

30 26.0 

30 25.0 

28 80.3 

30 104.1 

27 27.3 

29 19.5 

27 74.7 

27 71. 8 

三津

N M 

13 26.3 

13 25.4 

13 81. 8 

13 101. 5 

12 27.7 

12 20.0 

12 77.5 

12 72.8 

大腿骨と腔骨の計測値を同じ西北九州地域の宇久松原ぺ宮の本ヘ大友遺跡ωの人骨と北部九州地

域の三津永田遺跡3)の人骨と比較してみると(表2)，長畑馬場の大腿骨および腔骨は径，周径ともに

最も小さく，骨体が細いことがより明確となる。西北九州地域の弥生人の大腿骨，腔骨は，大友遺跡

の人骨が比較的太いものの，北部九州地域の弥生人に比べ細い傾向が認められるが，長畑馬場にもそ

の特徴が表れているのではないかと考えられる。また，腔骨の中央断面示数は比較群の中で最も小さ

く，やや肩平傾向が見て取れるが，その程度は強いものではない。

本人骨は前述のように、骨盤の形態から女性と推定されるが，年齢については判断する部位が残存

しておらず不明である。

S T -25 (幼児)

頭蓋骨の骨片が少量と両側の大腿骨の骨体，および左側腔骨の下半が残存している(図2参照)。

歯が残存していないので下肢骨の計測値から年齢推定を試みる。大腿骨骨体中央周は右側が27.5rnm，

左側が27.0mmで，大友弥生人幼小児骨11)と比較すると1.5歳の値 (33.Ornm， 29. 5rnm) と新生児値(18.0

rnm~23. Ornm)の聞を示している。腔骨骨体周は28.0mm(左)で，大友弥生人幼小児骨の1.5歳の値と

一致している。従って，本人骨の年齢は 1歳前後と推測される。
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「

STー26(幼児)

頭蓋骨，左側鎖骨，肋骨片，左側坐骨，両側の大腿骨および右側腔骨が残存している(図2参照)。

頭蓋骨は前頭骨と左側頭頂骨の大部分，側頭骨の外耳孔周囲，上顎骨の歯槽部と左側は前頭突起が残

存している。前頭骨は，前頭縫合がすでに閉鎖し，前額部は幼児らしく丸く膨隆している。左側の眼

嵩上縁の傾斜は緩く，比較的直諌的である。 側頭骨の外耳道には骨腫は認められず，また鼓室骨裂孔

も認められない。上顎骨の前頭突起は矢状方向に近く，鼻骨の隆起を想起させる。上顎骨には歯が釘

植しており残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと次のとおりである。

/ pz P1/ / L I / I 2tp~P~M1M2 
ill2 illl 0 0 0 1 / i 2 0 illl ill2 

/ / / / /1/ / / / / 

//////I/////M1 

[o:歯槽開存
/:不明

:歯槽内に埋状していると予想される歯

乳歯の岐耗度は Broca1度から軽度の 2度で比較的弱い。永久歯はすべて未萌出歯で，上顎M1の歯根

が1/5程度が形成され，上顎Lの歯根はほとんど形成されていない。これら歯の形成状態から本
人骨は5歳程度の幼児と推測される。

大腿骨は右側がほぼ完全に残存している。粗線はまだ未発育で鈍な稜線状になっている。骨体中央

周は44mmで，大友弥生人幼小児骨11)と比較すると2.5歳 (34.0mm) と7歳で (47.5mm)の聞の値を示

し，歯の形成状態から推定した年齢と矛盾はない。腔骨は下半が残存しているが，骨体は扇平性は認

められない。

まとめ

長崎県北松浦郡大島村の長畑馬場遺跡の発掘調査の結果，弥生時代中期から後期に属すると考えら

れる土壌墓から成人骨1体と歪棺墓から未成人骨2体が検出された。人骨の人類学的な観察や計測の

結果は次のように要約される。

1 .成人骨 (SX-1)は骨盤の形態から女性と推定され，年齢は不明である。埋葬姿勢は頭位を北

西に向けた仰臥屈葬である。頭蓋骨および上肢骨の形態は不明であるが，下肢骨は骨体が細くて筋

付着部も発育が悪くきゃしゃで，腔骨には弱い肩平傾向が認められる。下肢骨が細いことは，西北

九州地域の特徴が表れていると考えられる。

2. 2体の未成人骨については， 1体 (ST-25)は大腿骨と腔骨の大きさから約 1歳と推定され，

もう l体 (ST -26)は歯の形成状態と大腿骨の大きさから約 5歳と推定される。

〈稿を終えるにあたり，本人骨の研究と発表の機会を与えていただいた長崎県大島村教育委員会およ

び長崎県教育庁丈化課の諸先生方に厚くお札を申し上げます。〉

[文献1
1 )内藤芳篤 (1971) ;西北九州出土の弥生時代人骨，人類学雑誌， 79: 236-248. 

2 )内藤芳篤 (1984) ;九州における縄文人骨から弥生人骨への移行，人類学ーその多様な発展，日経サイ

エンス杜，東京:52-59. 

3 )牛島陽一 (1954) ;佐賀県東脊振村三津遺跡出土弥生時代人骨の人類学的研究，人類学研究， 1 : 273 

303. 

72 



4 )金関丈夫，永井昌文，佐野一 (1960) ;山口県豊浦郡豊北町土井ケ浜遺跡出土弥生式時代人頭骨につい

て，人類学研究班 1-36. 

5) Martin， R. and Saller， K. (1957) ; L巴hrbuchder Anthropologie， Bd. T. Gustav Fischer Verlag Stuttgart 

6 ) Vallois， H.ーな (1938) ; Les m巴出od巴sdem巴nsurationde la platycnemi巴;巴tudecritique， Bull. Soc. Anthrop.， Paris， 

S巴r.8， 9 : 97-108. 

7)藤田恒太郎原著，桐野忠大改訂 (1976) ;歯の解剖学，金原出版，東京.

8 )佐伯和信，分部哲秋，長島聖司 (1997) ;長崎県五島列島宇久松原遺跡出土の縄文・弥生時代移行期人

骨，宇久松原遺跡(宇久町文化財調査報告書4) : 47-69. 

9)松下孝幸 (1981) ;宮の本遺跡出土の人骨，宮の本遺跡(佐世保市埋蔵文化財調査報告書) : 93-109， 

145-146. 

10)松下孝幸 (1981) ;大友遺跡出土の弥生時代人骨，大友遺跡(佐賀県呼子町丈化財調査報告書 1).254 

264. 

11)分部哲秋 (1981) ;大友遺跡出土の幼小児骨，大友遺跡(佐賀県呼子町丈化財調査報告書 1). 223-253. 
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表3 人骨計測値一覧 (単位:mm) 

s X -1 S T-25 S T-26 
成人女性 幼児(1歳) 幼児(5歳)

頭蓋 26 正中矢状前頭弧長 122 

29 正中矢状前頭弦長 104 

29/26 矢状前頭示数 85.2 

鎖骨 2 骨体湾曲高(左) 4 

2 a 骨体湾曲高(左) 16 

3 骨体湾曲弦長(左) 57 

4 中央垂直径(左) 5 

5 中央矢状径(左) 6.5 

4/5 鎖骨断面示数 (左) 76.9 

6 中央周 (左) 18 

大腿骨 l 最大長(右) 179機

2 自然位全長(右) 179* 

6 骨体中央矢状径 (右) 23 7.5 14 

(左) 7.8 

7 骨体中央横径(右) 23 9.0 14 

(左) 8.8 

6/7 骨体中央断面示数 (右) 100.0 83.3 100.0 

(左) 88.6 

8 骨体中央周(右) 72 27.5 44 

(左) 27.0 

9 骨体上横径(右) 16 

10 骨体上矢状径(右) 14 

10/9 上骨体断面示数(右) 87.5 

腔骨 8 中央最大径(右) 24 

(左) 8.9 

9 中央横径(右) 17 

(左) 8.3 

9/8 中央断面示数(右) 70.8 

(左) 93.3 

9 a 栄養孔位横径(右) 18 

10 骨体周 (右) 66 

(左) 28.0 

排骨 2 中央最大径(右) 14 

3 中央最小径 (右) 10 

3/2 中央断面示数(右) 71.4 

4 中央周(右) 39 

*骨端を分離して計測
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くはじめに〉

長畑馬場遺跡出土金属器の保存処理報告

比佐陽一郎(福岡市埋蔵文化財センター)

片多雅樹( 向上)

長崎県大島村長畑馬場遺跡より出土した金属器2点の 保存処理を行った結果について報告する。

同じ金属器でも青銅器と鉄器ということで，それぞれに適した処理を施した。また，保存処理を施す

前に顕微鏡観察及び透過X線を用いた事前調査を行った。

銅鉱

処理前 透遇X線写真

鉄劃11

処理前 透過X線写真

〈処理工程〉

銅鉱

・顕微鏡観察……付着物(繊維など)の有無を観察。無いことを確認0

.透過X線観察……特に腐食が著しい部分は見られない。

-錆取り……顕微鏡下でメスを用いて表面に付着している土・サピを慎重に除去0

・樹脂含浸……アク リル樹脂 (パラロイドB72)の3wt%アセトン ・トルエ ン溶液 (BTA※含)を

減圧含浸。ついで 5wt%溶液を減圧含浸し強化。表面保護のため， 再度lOwt%溶液を表面に塗布。

自然乾燥。

※BT  A (ベンゾトリアゾール)……青銅製品の防錆剤

鉄釧

-顕微鏡観察……付着物(繊維など)の有無を観察。無Uことを確認。

-透過X線観察……サピをのぞいた原型をある程度確認できた。象眼は見られない 0

・錆取り ……透過X線写真を参考に，エアーブラシ， グラインダーを用いてさびを落とした 0

・樹脂含浸……アクリル樹脂 (NAD-IO)の40wt%ソルベントナフサ溶液を減圧含浸。

-表面処理……表面に残った余分な樹脂を溶剤(ソルベントナフサ)で洗い流す。自然乾燥0

・修復……セルロース系接着剤(セメダインC)にて接合。

〈結果〉

処理の結果，観察に耐え得る十分な強度が得られた。RPシステムによるパック保存の必要はない

ものの，今後も著しい温湿度変化がない場所に保管することが望まれる。
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長崎県北松浦郡大島村長畑馬場遺跡出土 ガラス小玉の分析について(報告)

福間市埋蔵文化財センター

比佐陽一郎・片多雅樹

1 はじめに

古代のガラス製品は，これまでの研究により，その流通や技術発展の過程などが解明されつつある

が，これには考古学的な調査は勿論のこと，近年の自然科学的な手法による研究成果が大きく反映さ

れている。

今回は，福岡市の埋蔵文化財センターに新たに導入された機器を用いて，材質調査を中心とした分

析を実施したもので，ここにその報告を記す。なお作業にあたっては，これまで長年ガラスの分析調

査に携わってこられた，奈良国立文化財研究所の肥塚陸保氏による指導を受けた。

2 概要

対象となったのはガラス小玉60点で，色調は大きく淡青色系統と青紺色系統の二種類に分類できる。

しかし同じ淡青色でも，青みの強いものや明るい色調のもの，緑がかったものなどがあり，青紺色も，

色のiikいものから，明るいもの，暗く，黒に近いものなど様々で，更に細かい分類は困難で、ある。大

きさは径2.5mm程度のいわゆる粟玉から， 6凹に及ぶ小玉まで様々有り，やはり規格性は見られない

ようである。径と長さの関係をグラフに示す。

分析に先立つ基礎調査として，アルキメデス法による，みかけ比重の測定を試みた。ただし全体的

に資料が小さく，測定値にかなりの誤差があるものと思われる。測定の結果，淡青色の小玉は最小値

1. 48のものから最大値4.00のものまであり平均2.352，青紺色の小玉は1.73から4.00で平均2.309と，

いずれも2.3強の数値を示している。この数値は，これらの玉類が鉛を含まないアルカリ珪酸塩系の

ガラスであることを予測させるものであった。

3 蛍光X線分析法による分析

続いて蛍光X線分析装置を用いた，ガラスの組成分析を行った。

人工のガラスは石英を高温で溶解することで作られる。しかし石英単独を溶解しようとすると，土

器の焼成温度よりも高温を必要とし，士出品等の道具類が保たないため，溶解温度を下げるために鉛や

アルカリなどの「融剤jが添加される。更に，これに着色剤としての金属元素が加えられる。ガラス

は主に，この融剤の種類によって分類されたため，含まれる元素を調べることで，ガラスの種類を知

ることカτできる。

蛍光X線分析法は，試料にX線を照射し，含有する各元素から発生する二次X線(特性X娘二蛍光

X線)を検出器でとらえて， X線エネルギーとその強度をピークとして表すものである。ガラス資料

の場合，局部的に強いX線を照射するとその部分が変色を来すため，同じ蛍光X線分析法でも， X

線強度が小さくても検出感度の優れた「エネルギ一分散型蛍光X線分析法Jが有効である。この方法
により，資料を破損することなく非破壊データを得ることができる。出土ガラスは，見た目に変化し

ていないようでも埋蔵環境下で表層より風化が進み，組成が変化しているとされる。本来，詳細な調

査を行うには，風化部分を取り除いた上で分析をおこない，更に標準資料を用いた校正から成分の定

量値を求める必要があるが，今回は遺物を損傷させない完全非破壊により実施したため，どのような

元素が含まれているかだけを知る「定性分析」のみに止めている。なお，分析は全ての資料に対して
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実施した。

〈測定条件〉

分析装置:エネルギー分散型微小領域蛍光X親分析装置(エダツクス社製/Eagleμplobe)

対陰極:モリブデン (Mo)

検出器:半導体検出器

印加電圧/電流:20kV /380~550μA 

測定雰囲気:真空

測定範囲:0.3mm手

測定時間:300秒

日本の弥生時代のガラスには，肥塚氏によるこれまでの調査で，アルカリ珪酸塩ガラスと鉛珪酸塩

ガラスのあることが知られている。アルカリ珪酸塩ガラスは，融剤に酸化カリウムを用いるカリガラ

ス (K20司Si02系)と，融剤に酸化ナトリウムを用いるソーダ石灰ガラスに区別され，更にソーダ石灰

ガラスは酸化アルミニウム含有量の高いもの (NazO-Alz03-CaO-Si02系)と，低いもの (NazO-CaO-Si02
系)に区分される。鉛珪酸塩ガラスには，鉛ガラス (PbO-Si02系)と鉛パリウlムガ

L

ラス (PbO-BaO-Si02 

系)がある。定量値が算出されれば，それによる同定が可能であるが，今回の調査では完全非破壊分

析による定性分析であり，得られた蛍光X娘の特徴と相対強度から判定することに
l

なる。

分析の結果，今回調査した60点は全てアルカリ珪酸塩ガラスで，更に細かく分類すると， 58点がカ

リガラス， 2点のみはソーダ石灰ガラスであった。ソーダ石灰ガラスは，いずれも青紺色，径2.7mm

程の粟玉で，肉眼観察では同系色カリガラスと同じグループに含めていたが，よくよく観察すると，

カリガラスの青紺色粟玉と比べて，紺色の彩度が低いという色調的な相違が見られ，結果的に大きさ

も揃っていることが分かる。カリガラスの青紺色と淡青色では，着色剤の部分で異なる元素が検出さ

れた。以下に詳細を記す。

①カリガラス/淡青色グループ……19点

マグネシウム (Mg)，アルミニウム (Al)，ケイ素 (Si)，カリウム (K)，カルシウム (Ca)の他，

チタン(百)，鉄 (Fe)，銅 (Cu)，鉛 (Pb)が検出された。この中でも特にケイ素，カリウムのピー

クが強く出ており，二成分系のガラスであるカリガラスの特徴をよく示している。鉛も含まれている

が，鉛珪酸塩ガラスに比べて，そのピークは低く，着色に青銅が用いられたことによる混入の可能性

も指摘されている(肥塚1996)。

②カリガラス/青紺色グループ……39点

マグネシウム (Mg)，アルミニウム (Al)，ケイ素 (Si)，カリウム (K)，カルシウム (Ca)の他，

チタン(百)，マンガン (Mn)，鉄 (Fe)，コバルト (Co)が検出された。この種類でもやはりケイ素，

カリウムのピークが強く出ており，カリガラスの特徴をよく示している。着色にはコバルト，鉄が関

与しており，マンガンはコバルトに付随する不純物と考えられる。

③ソーダ石灰ガラス/青紺色グ、ループ……2点

同系色のカリガラスグループとは異なり，ナトリウム (Na)が①，②に比べて強く出ている。そ

れ以タトにマグネシウム (Mg)，アルミニウム (Al)，ケイ素 (Si)，カリウム (K)，カルシウム (Ca)
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の他，チタン (Ti)，マンガン (Mn)，鉄 (Fe)，コバルト (Co)，銅 (Cu)が検出された。ナトリウ

ムのピーク強度や，カリガラスに比べてカリウムのピークがカルシウムのピークよりも弱くなってい

る特徴から，コバルト着色によるソーダ石灰ガラスと考えられる。ソーダ石灰ガラスにはアルミニウ

ムの含有量が高いものと低いタイプがあり，前者には黄色，黄緑，赤色などカラフルな色調のものが

多く，後者は青紺色の普遍的色調を特徴としている。本資料は定量的な分析を行っていないため，ア

ルミの含有量は不明で、あるが，色調からは後者である可能性が考えられる。

4 顕微鏡観察

実体顕微鏡による観察により，製作技法の推定を試みた。ただし筆者にはガラス製作や加工の経験

が無く，ここに記す内容は，あくまでも先学の研究成果にあてはめた推測によるものである。

ガラスは，残存する気泡の挙動や，気泡が風化した痕跡(=蝕像)の観察により，製作技法の解明

が可能で、あるとされる。小玉については，小瀬康行氏の製作実験に基づく研究で，細長くのばしたガ

ラス管を適当な長さに割り，何らかの心材に通して加熱することで，角が再溶解して丸くなり，小玉

の形に整形されることが示されている(小瀬1987)。

観察の結果，多くの資料に，複数の気泡が筋状に連なった気泡列，または細長く引き延ばされた気

泡が観察され，これらが，いわゆる円i伸ばし」→「裁断」→「再加熱Jにより製作されたことを示
すものと考えられる。中には気泡が完全に独立して散在し，引伸ばしを積撞的に立証する根拠になり

得ないものもあるが，小瀬氏による研究成果のなかの，加熱が進んだ段階を示す資料と考えたい。

また青紺色資料の No.27・28などに，濃淡が複雑に混じり合った(いわゆるマープリング〔大理石

状の模様・墨流し模様〕のような)状況が観察された。しかし現時点で，これがどのような製作技法

と関連するのか知るすべはなく，とりあえず結果のみを呈示し，詳細は今後に委ねたい。

5 まとめ

分析調査の結果，長畑馬場遺跡出土のガラス小玉は，全てアルカリ珪酸塩ガラスで，それらは淡青

色の銅着色によりカリガラス，青紺色のコバルト着色によるカリガラス，コバルト着色によるソーダ

石灰ガラスに，それぞれ分類できる。

カリガラスは中国やインド，東南アジアで流通し，ヨーロッパ等西方には見られない組成のガラス

であることから「アジアのガラス」とも言われている。日本では弥生時代に盛行し，中期後半から後

期には東海以西に広く分布が見られる。その多くは青色系統の小玉である。その後古墳時代に入る頃

から次第に減少，古墳時代の後期には途絶える。肥塚氏が行ってきた従来の分析調査では，弥生時代

の遺跡から出土する青紺色のカリガラスには，例外なく数%に及ぶマンガンが含有しており，これは

中国や韓国で出土する同色のカリガラスの特徴とも一致している。このような高いマンガンを含む着

色用コバルト鉱石は中国産の特徴とされ，これらのカリガラスが中国で製造されたと考えられる根拠

となっている(肥塚1996・1997)。ただし今回の資料が実際どこで製造・加工されたかは不明である。

ソーダ石灰ガラスは，弥生時代の後期以降，古噴時代にかけて盛行し，アルミナの少ない青色系統

のものは西方のものと組成の共通性が見られる。これに対し今回の試料には含まれていないが，高ア

ルミナ含有のタイプは，黄色，黄緑，赤茶など，それまでのカリガラスで知られていた青系統とは異

なる多彩な色調を特徴とし，その組成は西方のものとは異る「アジアのガラス」であるとされる。(肥

塚1996)
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今回の調査結果は，いずれも，これまでの調査研究で明らかにされてきた，弥生時代後期のガラス

の様相に当てはまるものであった。しかし，北部九州では弥生時代のガラス資料が数多く出土してい

るものの，分析によるデータは他地域に比べて出揃ってはおらず，その様な，点で，今回の調査は今後

のガラス研究に有意義なデータを提供できたものと考える。

今回は調査研究の機会を与えていただき有り難うございました。末筆ながら感謝申し上げます。
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長畑馬場遺跡出土ガラス玉一覧表

仮No.色調 種 類 径(mm)長さ(00)孔径(mm)重さ(g)水中重量 比重 観 夜ノJ、 所 見

I 1 淡青色 カ ガラス 5.20 3.00 2.22 0.083 0.043 1. 93 

2 淡青色 カリ ガラス 2.95 3.25 1.18 0.036 0.011 3.27 

3 淡青色 カリ ガラス 3.90 2.35 1.47 0.048 0.012 4.00 

4 淡青色 カ ガラス 4.05 2.10 1. 28 0.048 0.018 2.67 

5 淡青色 カリ フヴラス 3.30 2.75 1. 04 0.039 0.019 2.05 

6 淡青色 カリ ガラス 3.20 2.80 1. 25 0.037 0.014 2.64 

7 淡青色 カリ ガラス 3.30 1. 90 1. 55 0.025 0.009 2. 78 

8 淡青色 カ 1) ガラス 3.20 3.10 1.40 0.043 0.014 3.07 

9 淡青色 カ 1) ガラス 3.10 1. 80 1. 58 0.022 0.009 2.44 

10 淡青色 カリ ガラス 3.30 3.20 1.45 0.043 0.027 1. 59 破留損。した気泡内に赤色顔料つ残

11 淡青色 カリ ガラス 3.60 2.45 1. 55 0.039 0.022 1. 77 

12 淡青色 カ 1) ガラス 4.15 3.20 1.48 0.068 0.025 2.72 緑がかった色調。

13 淡青色 カリ ガラス 3.15 2.75 1.45 0.034 0.018 1. 89 

14 淡青色 カリ ガラス 3.75 2.60 1.19 0.045 0.021 2.14 透長明い度糸状が高の爽く気雑物泡有は少り。ない。 細

15 淡青色 カ ガラス 3.20 2.55 1.19 0.037 0.020 1. 85 

16 淡青色 カ 1) ガラス 3.30 2.70 1. 38 0.034 0.016 2.13 

17 淡青色 カリ ガラス 3.40 2.50 1. 33 0.032 0.015 2.13 側部面分に平気坦面集有り。が細見 くなったに泡の中 られる。

18 d~青色 カ ガラス 3.25 2. 70 1. 32 0.034 0.016 2.13 

19 淡青色 カ 1) ガラス 4.50 1. 65 2.25 0.034 0.023 1.48 扇平。孔内に気泡筋の破れ有り。

20 青紺色 カリ ガラス 3.75 2.90 1. 51 0.052 0.030 1. 73 

21 青紺色 カ ガラス 3.40 2.20 1. 50 0.031 0.010 3.10 

22 青紺色 カリ ガラス 3.45 2.10 1. 36 0.030 0.010 3.00 

23 青紺色 カ ガラス 3.70 3.60 1.45 0.042 0.018 2.33 

24 青紺色 カリ ガラス 6.00 4.40 2.08 0.177 0.076 2.33 

25 青紺色 カ ガラス 3.95 2.45 1. 22 0.048 0.018 2.67 

26 青紺色 ソーダ石灰ガラス 2.70 1. 30 1.14 0.011 0.003 3.67 

27 青紺色 カ ガラス 3.75 2.00 1. 08 0.038 0.018 2.11 マープリング(墨流し)状の模様有り。

28 青紺色 カ ガラス 3.80 1. 60 1. 59 0.028 0.011 2.55 マーブリング(墨流し)状の模様有り。

29 青紺色 カ カ、ラス 2.80 1. 25 1. 05 0.015 0.007 2.14 気泡少ない。

30 青紺色 カ ガラス 2.90 1. 75 1. 08 0.024 0.008 3.00 気有泡り。の偏在が見られる。気i包列

31 青紺色 カ ガラス 2.60 1. 60 0.93 0.015 0.007 2.14 

32 青紺色 カ 1) ガラス 3.60 1.40 1. 50 0.019 0.009 2.11 細かい気泡有り。

33 青紺色 カ ガラス 3.00 2.30 1.19 0.025 0.010 2.50 明瞭な気泡列。

34 青紺色 ソーダ石灰ガラス 2.65 1. 50 0.93 0.014 0.005 2.80 

35 青紺色 カ 1) ガラス 2.60 1. 25 1. 08 0.010 0.003 3.33 マープリング (墨側流面し)状部の模凸様凹有有りり。孔側に平坦面， のー に

36 青紺色 カ 1) ガラス 3.60 1. 60 1. 54 0.025 0.012 2.08 マープリング(墨流し)状の模様著しい。

37 青紺色 カ ガラス 4.00 1. 65 1. 70 0.029 0.015 1. 93 マーブリング(嬰流し)状の模総著しい。

38 青紺色 カリ ガラス 3.90 2.55 1. 56 0.048 0.021 2.29 色調が濃い。

39 青紺色 カ 1) ガラス 4.15 2.90 1. 26 0.063 0.032 1. 97 明瞭な気泡列有り。

40 青紺色 カ ガラス 3.00 1. 75 0.96 0.019 0.010 1. 90 突高透出が明度見。らJれL内る。L爽一雑部物欠損に。よる

41 青紺色 カリ ガラス 3.00 1. 90 1.17 0.022 0.011 2.00 気泡少ない。
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長畑馬場遺跡出土ガラス玉一覧表

仮No，色調 種 類 径(mm)長さ(mm)孔径(阻)重さ(g)水中重量 比重 害見 察 所 見

42 青紺色 カリガラス 3.30 2.40 1. 06 0.034 0.018 1. 89 マープリングり(寒流し)状の模様，気az列有

43 青紺色 カ ガラス 3.90 2.00 1. 25 0.037 0.020 1. 85 孔と平行の縞模様。一部欠損。

44 青紺色 カ ガラス 4.15 2.90 1. 63 0.059 0.033 1. 76 明瞭な気泡列。

45 青紺色 カリ ガラス 3.30 4.00 1.23 0.067 0.038 1. 76 金属(鉄)状の大型爽圧物有り。

46 青紺色 カリ ガラス 2.70 0.90 1.10 0.009 測定不能 測定不能 マープリング(墨流し)状の模
様，気泡少ない。

47 青紺色 カ 1) ガラス 3.00 1. 55 1. 00 0.018 0.007 2.57 マーブリング(墨流し)状の模様，気泡少ない。

48 青紺色 カリ ガラス 2.90 1.10 1. 41 0.011 0.006 1. 83 色調淡く気泡多い。

49 青紺色 カリ ガラス 3.20 1.40 1.19 0.018 0.007 2.57 紫色の混入物。

50 青紺色 カリ ガラス 3.20 1. 60 1. 34 0.023 0.009 2.56 マーブリングき伸(墨ば流さし)た気状の模有様り気泡列，引 れ泡

51 青紺色 カリ ガラス 4.00 1. 90 1. 52 0.040 0.019 2.11 色調やや濃い目。

52 青紺色 カリ ガラス 3.50 1.40 1. 39 0.021 0.010 2.10 マープリング(墨流し)状の模総，気泡少ない。

53 青紺色 カ 1) ガラス 3.20 1.80 1. 01 0.026 0.015 1. 73 気突泡山多有いり。。 孔明瞭内にな気爽雑泡物列。による

54 青紺色 カ 1) ガラス 4.10 2.20 1. 50 0.045 0.019 2.37 色調濃い。

55 青紺色 カリ ガラス 2.60 1. 20 1.13 0.010 測定不能 測定不能 検マ，ープリング(墨流し)状の模気泡少ない。

56 青紺色 カ 1) ガラス 2.50 1.20 1.10 0.009 測定不能 測定不能 マープリング(墨流し)状の模総，気泡少ない。

57 青紺色 カリ ガラス 2.95 2.50 1. 24 0.031 0.012 2.58 赤見色顔れ料付着ワ。気泡のf扇布がらる。

58 青紺色 カリガラス 2.60 1.10 1. 05 0.008 0.002 4.00 淡し)い色状調模様。有マーり。プリング (墨流

59 青紺色 カリ ガラス 4.30 2.10 1. 81 0.046 0.026 1. 77 マープリング(墨流し)状模様有り。

60 青紺色 カ 1) ガラス 3.00 2.40 1.16 0.029 0.012 2.42 細かい気i包筋有り。

径と長さはノギスによる計測。

孔径はビデオマイクロスコープ(キーエンス:VH【6300)の画面上で2点間距離計測(レンズ50倍)を行

ったもの。

83 



.追加調査について

報告書の作成後，以下の点について追加調査を行った。

1 ガラス小玉No.10の破裂した気泡内に残留する赤色顔料の分析

No.lOのガラス小玉には， 側面に気泡の破裂した穴があり，この中に赤色顔料の残留が観察された

ため， これについて蛍光X線分析を行った。分析の方法や条件についてはガラス小玉自体の分析に準

ずるので，ここでは割愛させていただく 。

古代の赤色顔料については，先学の研究により硫化水銀を由来成分とする 「朱」と，酸化第二鉄を

由来成分とする「ベンガラ」の主に二種類のあることが知られている。蛍光X線分析により ，水銀(Hg)

と鉄 (Pe)のどちらが検出されるかで，推定することが可能である。ただし実際には，鉄が検出され

た場合，埋土にも豊富に鉄が含まれている場合が多く， 即ベンガラ と同定する ことはできない。水銀

の場合も，朱とベンガラが同一箇所で併用されている場合があり， 他の装置や顕微鏡観察などによる

クロスチェックが必要となる。

分析の結果は別紙チャートの通りである。今回の分析では，赤色顔料の範囲が分析エリアにほぼ収

まり ，良好な水銀のピークを観測することができた。硫化水銀の成分で、ある硫黄 (s )については，
水銀や装置に由来するモリブデン (Mo)のピークと重なり，非常に判りにくいが，なんとか確認で

きた。この事より，この赤色顔料は朱であると考えられる。

2 ガラス小玉NO.49に見られる東雑物の材質調査

本資料では，顕微鏡観察で小玉の小口面に，鉄の塊のような直方体の材質が噛み込んでいるのが観

察された。これは見た限り，後に入り込んだものとは考えられず，製作時，あるいは加工段階のガラ

スが軟らかい時点で混入したと思われる。これについても材質確認のため，蛍光X線分析を行った。

その結果，ガラス本体部分とは比較にならない，強く明瞭な鉄のピークが観察されたことから，この

物質が鉄を主成分とする塊であることが確認された。

3 石製管玉の透過X線撮影

透過X線は，文化財において最も汎用的に用いられる理化学分析の手法の一つである。X線は波長

の短い電磁波の一種で，これを資料に照射すると， 資料の材質や厚みの違いによ って， X線の透過や

吸収の度合いに差が生じる。これをフィルムなどの二次元情報に置き換えることで，肉眼では見るこ

とのできない資料内部の情報をえることができる。

当センターの装置は，資料を透過したX線を蛍光板でとらえ，これを電気信号に変える 1. 1 (イ

メージ・インテンシファイア)機構により， CRT (テ レビモニター)で観察する装置である。従って

フィルム撮影とは異なり ，通常，X線の透過しやすい部分は白く，透過しにくい部分は黒く写る。得

られた画像情報は，付属の光磁気ディスクに保存され，パソコンなどで画像処理を施し，プリントア

ウトすることができる。

管玉の透過X線像は， 別紙の通りである。2点の画像の内，上は画像の白黒を反転させ，通常のフ

ィルム像と同じように表現したもので，下は画像処理により凸凹を強調したものである。(画像加工

ソフトはフォトシ ョップを使用)

これにより若干鮮明度には欠けるが，穿孔の様子を確認することができた。

2000年2月17日 福岡市埋蔵文化財センター 比佐陽一郎
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株式会社古環境研究所

大島村，長畑馬場遺跡出土炭化材の樹種同定

試料

試料は，長畑馬場遺跡において出土した炭化材21点である(表 1)。

2 方法

試料を割折して新鮮な基本的三断面(木材の横断面，放射断面，接線断面)を作製し，落射顕微鏡

によって75~750倍で観察した。 樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によ っ て行った。

3 結果

同定結果を表Iに，主要な分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記

す。

表1 長畑馬場遺跡出土炭化材の樹種同定結果

試料 樹種(和名/学名)

NBPA-34 

NBPA-72 

NBPA-80 

NBPA-83 

NBPA-90 

NBPA-99 

NBPB-27 

NBPB-42 

NBPB-日

NBPB-56 

NBPB-57 

NBPB-58 

NBPB-65 

NBPB-70 

NBPD-8 

NBPD-12 

NBSKl区

NBSK一括分①

NBSK一括分②

NBSK一括分③

NBSK一括分④

ヤマグワ

不明

シイ属

マツ属複維管束亜属

マツ属複雑管束亜属

不明

散干し材

散孔材

ブナ科

散孔材

広葉樹

シイ属

シイ属

散干し材

コナラ属アカガシ亜属

広葉樹

広葉樹

シイ属

マキ属

シイ属

マツ属複維管束亜属

Morus australis PO註巴t
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a マキ属 Podoca中us マキ科 図版1

仮道管，樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面:早材から晩材への移行はゆるやかで，年輪界がやや不明瞭である。

放射断面:放射柔細胞の分野壁孔は，ヒノキ型で 1 分野に 1~2 個存在する。樹脂細胞が散在する。

接線断面:放射組織は単列の同性放射組織型で， 1 ~20個細胞高である。樹脂細胞が多く見られる。

以上の形質よりマキ属に同定される。マキ属には，イヌマキ，ナギがあり，関東以西の本州、[，四国，

九州，沖縄に分布する。常緑高木で，通常高さ20m，径50~80cmで、ある。材は，耐朽性が強く，耐水

性も高い。建築，器具，桶，箱，水槽などに用いられる。

b マツ属複維管束亜属 Pinussubgen. Diploxylon マツ科 図版2

仮道管，放射柔細胞，放射仮道管及ぴ垂直，水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面:早材から晩材への移行は急で，垂直樹脂道が見られる。

放射断面:放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面:放射組織は単列の同性放射組織型であるが，水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より，マツ属擾維管東亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には，クロマツとアカマ

ツがあり，どちらも北海道南部，本州，四国，九州に分布する。常緑高木である。材は水湿によく耐

え，広く用いられる。

c シイ属 Castanopsis ブナ科 図版3

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管が疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道管が

火炎状に配列する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。

長線断面:放射組織は単列の向性放射組織型のものが存在する。

以上の形質よりシイ属に同定される。シイ属は本州(福島県，新潟県佐渡以南)，四国，九州に分

布する。常緑高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽，保存性やや低く，建築，器具などに

用いられる。

なおシイ属には，スダジイとツブラジイがあり，集合放射組織の有無などで同定されるが，本試料

は小片の為，広範囲の観察が困難であったので，シイ属の同定にとどまる。
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d コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版4

横断面:中型から大型の道管が， l~数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合しない。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は同性放射組織型で，単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ，イチイ

ガシ，アラカシ，シラカシなどがあり，本州，四国，九州に分布する。常緑高木で，高さ30m，径1， 5 

m以上に達する。材は堅硬で強靭，弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

e ブナ科 Fagaceae 

横断面:部分的で、はあるが大型の道管が見られた。

放射断面:放射組織は平伏細胞からなる。

接娘断面:放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりブナ科の，クリ，シイ属，コナラ属コナラ節，コナラ属クヌギ節のいずれかである。

なお本試料は小片であるうえに，保存状態が悪く，広範囲の観察は困難であったので，ブナ科の同定

にとどまる。

f ヤマグワ Morus australis Poiret クワ科 図版5

横断面年輪のはじめに中型から大型の丸い道管が，単独あるいは 2~3 個複合して配列する環孔

材である。孔圏部外の小道管は複合して円形の小塊をなす。道管の径は徐々に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんど

が平伏細胞であるが，上下の縁辺部の 1~3 細胞ぐらいは直立細胞である。

接線断面:放射組織は上下の縁辺部が直立細胞からなる異性放射組織型で， l~ 6細抱幅である。小

道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。

以上の形質よりヤマグワに同定される。ヤマグワは北海道，本州，四国，九州に分布する。落葉高

木で，通常高さ lO~15m，径30~34cmである。材は堅硬，報性に富み，建築などに用いられる。

e 散干し材 diffuse-porous wood 

横断面:小型の道管が散在する。

放射断面:道管と放射組織が存在する。

接線断面:道管と多列の放射組織が存在する。

以上の形質より散孔材に同定される。なお本試料は小片であるうえに，保存状態が悪く，広範囲の

観察が困難であったので，散孔材の同定にとどまる。
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h 広葉樹 broad-Ieaved tr巴巴

横断面 :道管が存在する。

放射断面:道管と放射組織が存在する。

接線断面:道管と放射組織が存在する。

以上の形質より広葉樹に同定される。なお本試料は小片であるうえに，保存状態が悪く，広範囲の

観察が困難で、あったので，広葉樹の同定にとどまる。

i 不明 unknown 図版6

表面は比較的なめらかで，鉱物粒が観察される。断面はどの方面も，層状の構造を呈している。炭

イヒ4オではない。

4 所見

同定の結果，シイ属 5，マツ属複維管束亜属3，ヤマグワ 2，コナラ属アカガシ亜属 1，マキ属 1，

ブナ科 1，散孔材4，広葉樹3，不明2であった。シイ属，コナラ属アカガシE属は温暖な照葉樹林

の主要構成要素で，マツ属複維管束亜属，ヤマグワ，マキ属は照葉樹林に混在する要素でもある。マ

ツ属複維管束亜属は他の樹木の生育しにくい岩肌や土壌の発達の悪いところにも生育する。マキ属は

針葉樹であるが温暖な地域に分布する。以上から，同定された樹種は温暖な照葉樹林かその縁辺に生

育する樹木であり，遺跡の周辺には照葉樹林が主に分布していたと推定される。なお，試料がやや少

ないこと，炭化材の保存状態が悪いため，同定の精度が悪いこともあり，埋土ごとの特徴は表れない。

[参考文献]

佐伯浩・原田洋 (1985)針葉樹材の細胞，木材の構造，文永堂出版， p.20-48. 

佐伯浩・原田洋 (1985)広葉樹材の細胞，木材の構造，文永堂出版， p.49-100. 
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長畑馬場遺跡出土炭化材の顕微鏡写真 I

横断面 :0.4皿 放射断面 : O.lmm 接線断面 :0.2mm 
1 . NBSK一括分② マキ属

.ニr
横断面 :0.4mm 放射断面 :0.2皿 接線断面 :0.2mm 
3. NBSK一括分① シイ属 -91 



長畑馬場遺跡出土炭化材の顕微鏡写真E

横断面 :O.4mm 放射断面 :0.2mm 接線断面 :0.2mm 
4. NBPD-8 コナラ属アカガシ亜属
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放射断面 :0.2阻

断面 :0.4mm 
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長畑馬場遺跡出土の動物遺体

西本豊弘 ・鵜沢和宏 ・姉崎智子

SK 1は直径2m程度の大きさの土壊で，その中から獣骨が21点検出された。その資料を同定した

結果，タイ類，ニッポンアシカ，シカ，イノシシ類，クジラ類を確認した。

ニッポンアシカは，頭蓋骨 l個体分，左右下顎骨，上腕骨，尺骨，寛骨，大腿骨，腔骨が含まれて

いた。それらはいずれも雄の亜成獣 (10歳前後)である。骨の成育のプロセスからみて，これらは同

一固体のものであったと考えられる。この土墳のアシカの骨は，頭蓋骨と大腿骨が重なって出土し，

解剖学的位置を保たず，さらには上腕骨の表面に解体痕が確認されたことから，アシカが解体され，

何らかの意図により集積したものであろう。頭蓋骨を含む全身の骨は，被熱し，はじけた状態のもの

も認められた。

アシカの骨以外に，中型クジラの椎体板破片 1点と，イノシシ類の後臼歯(上顎) 1点，切歯 1点，

シカの左下顎骨 l点，左上腕骨遠位部 l点，タイ類の前上顎骨破片 1点が認められた。そのうち，シ

カの下顎骨は第 3 後臼歯の荊出が完了しているが，歯の磨耗があまり認められないため，生後 3~4

歳の成獣であったと考えられる。雌雄は不明である。また，上腕骨は骨端が癒合しており，成獣のも

のであった。

この土壌の動物遺体をみてみると，ニッポンアシカが主体であるが，多様な種が認められ，それら

の骨が被熱を受けていた。土墳のまわりに柱穴があり、熱を受けた石もあることから、儀礼的な場所

であったかもしれない。

この他の地点から，ニッポンアシカの左上腕骨骨幹部~遠位部が l点出土している。アシカ類の他

には，タイ類の歯骨とアオザメの歯，クジラ類の骨およびイノシシ類の歯が検出された。そのなかで

注目されるのは，イノシシ類の歯であり，これは斐棺から人骨・人歯にともなって採集されたもので

ある。もしこのイノシシ類の歯が，後世の撹乱による混入ではなく，当初から斐棺にいれられていた

ものであるとすれば，人の埋葬にともなう副葬品であった可能性が高い。中国では，新石器時代から

漢代に至るまで，ブタの頭骨が墓に副葬されることが良く知られている。 日本の弥生時代においては，

イノシシ類(ブタを含む)が墓に含まれる ことはないといわれている。特に，蓋棺の中からイノシシ

類が副葬された例は知られていない。この例が撹乱によるものでないとするならば，今後，窒棺から

動物骨が出土する可能性が高い。類例の資料の増加を待って，この資料の意味を考えてみたい。
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表A SKl土境出土動物遺体

遺物番号 f重 部位 左右 残存状態 年齢 ↑生別 備 考

NO.3 シカ 上腕骨 L 逮位部 骨端癒合
NO.4 シカ 下腕骨 L (M123) 亜成獣 M3第岐頭、未岐耗
NO.6 j毎昏犬類 不明 四肢骨破片
NO.7 アシカ 寛骨 L 寛骨臼部
NO.8 アシカ 尺骨 R 完存
NO.8 不明 頭蓋骨 破片
NO.9 クジラま長 椎体板 薄 (大きい10mクラス)
NO.lO アシカ 下顎骨 L 下顎体 亜成獣 ♂ 歯脱落
NO.ll アシカ 上腕骨 L 骨幹部遠位部 亜成獣 ♂ 近位部未癒合，解体痕あり
NO.12 アシカ 頭蓋骨 破片 ♂ 焼
NO.16，17 アシカ 大腿骨 R 完存 亜成獣 ♂ 
NO.17 アシカ 頭葉骨 頭頂骨，側頭骨 亜成獣 ♂ 1個体分
NO.19 アシカ 尺骨 L 骨幹部
NO.20 アシカ 鹿骨 R 近位部骨幹部 互主成獣 ♂ 
NO.21 アシカ 頭蓋骨 前頭骨，後頭骨 焼

NO.21 海獣類 不明 四肢骨破片
NO.21 i毎主主手Jヨ 不明 四肢骨破片
1，2区ベルト アシカ 下顎骨 R 関節突起， 下顎校
4区 イノシシ類 遊離歯 R 上顎M 1/M2 茄出途中
SK一括 イノシシ類 遊離歯 R 上顎第2切歯
SK 括 タイ類 前上顎骨 破片

*歯種 M:後臼歯，数字は歯の番号を示す

表B その他動物遺体

遺物番号 干重 部位 左右 残存状態 年齢 ↑生別 f府 考

PA 1 陸獣 骨片
PA6 海獣類 骨片
PA9 i毎答え類 骨片
PA13 陸獣 骨片 焼

PA16 f白骨 石皮片
PA24 アオザメ
PA27 i毎獣類 骨片
PA34 不明 骨片
PA36 不明 骨片
PA42 不明 骨片
PA44 アオザメ 歯
PA46 不明 骨片
PA63 陸獣 骨片
PA78 不明 骨片
PA80 クジラ類 骨片 焼，加工
PA88 i毎喜犬手Ji 骨片
PA88 i毎巣主類 骨片
PA92 アシカ類 中手・中足骨
PA145 I 毎喜犬手~i'í 骨片
PA164 j毎w犬類 骨片
PB 1 イノシシ類 遊離歯 白歯破片
PB13 不明 骨片 焼

PB18 I毎i観(安頁 肋骨 破片 焼

PB18 陸獣 骨片 焼

PB26 アシカ 指骨 解体痕
PB26 クジラ±頁 骨片 焼，加工
PB26 タイ類 歯骨 マダイ?
PB37 不明 '骨片 焼

PB63 j毎獣類 膝蓋骨?
PB63 サメ類 宇佐{本 大型，加工?
PB74 i毎長丈手頁 中手・中足骨
PD27 クジラ手~i'í 椎体 破片 大型，解体痕あり
PD4 不明 R 骨片 焼

PD8 アシカ 上腕骨 R 骨幹部遠位部 成獣 ♂ 
SC2 シカワ 尺骨
ST25 イノシシ類 遊離歯 臼歯破片
ST25 タイ手Li'i 椎骨
ST26 モグラ 上腕骨 L ? 
ST26 イノシシ±貝 遊離歯 後日歯破片
C8表採 イノシシ手兵 遊離歯 後臼歯破片
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3 

5 

4 

1号土墳出土獣骨(ニホンアシカ、 s=1/1) 
[ 1 左上腕骨 2 左下顎骨 3 頭蓋骨破片 4 右腔骨 5 右大腿骨]
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図版1

遺跡遠景(上)，調査区全景(下)



図版2
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図版4

1号聾棺 1号聾棺管玉出土状況

2号聾棺 2号聾棺取り上げ後

3号聾棺 4号薯棺

5号聾棺 6号聾棺

聾棺出土状況①
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図版6

12号聾棺 13号聾棺

14号聾棺 15号聾棺

16号聾棺 17号聾棺

18号聾棺 19号聾措

聾棺出土状況③



図版7

20号聾棺 21号聾棺

22号聾棺 23号聾棺

24号聾棺 25号聾棺

25号聾棺 26号聾棺

聾棺出土状況④

u 
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図版8

27号聾棺 28号聾棺

29号聾棺 30号聾棺

30号聾棺 31号聾棺

32号聾棺 33号聾棺

聾棺出土状況⑤



図版9

2号住居跡出土遺物(上)， 2号住居跡(下)
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図版10
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図版11
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図版12
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市町村 遺跡番号
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なカ勺土た If" Lf 

長畑馬場遺跡 長崎県 42381 3 33
0 

129
0 

19970929 5，600 中山間

北松浦郡
ιLワー3つ

28' 31' 地域総
おおしまむら

大島村 13" 13" 19971017 合整備

事業

19980928 

19981030 
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19991001 

園

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な遺物 特記事項

長畑馬場遺跡 包含地 旧石器 聾棺墓 弥生土器 ・石器 弥生時代の祭杷

縄文 箱式石棺 縄文土器・石器 土墳

弥生 石蓋土墳 ナイフ形石器 ・

古墳 住居跡 台形石器

中世 土壌 土師器・須恵器

柱穴 輸入陶磁器



1
1
1
4
 

第13集大島村文化財調査報告書

長畑馬場遺跡

2000年3月31日

大島村教育委員会

〒859-5802長崎県北松浦郡大島村前平1456番地l
TEL 0950-55-2985 

発行

側昭和堂印刷

〒854-0036長崎県諌早市長野町1007-2 
TEL 0957-22-6000 

発行


